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2広報あかいわ（平成17年12月号） 

「
お
い
し
い
と
言
っ
て 

　
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
」 

　
待
ち
に
待
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
、
国
民
体
育
大
会
（
以
下

「
国
体
」
）
が
赤
磐
市
に
や
っ

て
来
ま
し
た
。
九
月
に
は
夏
季

大
会
が
、
十
月
に
は
秋
季
大
会

が
開
か
れ
、
全
国
各
地
か
ら
選

び
抜
か
れ
た
精
鋭
た
ち
が
集
い
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
十
一
月
に
は
第
五
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
国
体
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
と
、
市
内
は
二
つ
の
イ
ベ
ン

ト
で
盛
り
上
が
り
、
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
三
カ
月
間

と
な
り
ま
し
た
。 

s
民
泊
協
力
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
応
援 

s
ホ
ッ
ケ
ー
男
子
岡
山
県
チ
ー
ム 

s
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
表
彰
式 

s
高
屋
地
区
集
会
所
で
の
食
事
の
様
子 

t
磐
梨
中
学
校
吹
奏
楽
部 

t
民
泊
協
力
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
応
援 

t
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
香
川
県
チ
ー
ム 

岡山県（シーガルズ）チーム 

ホッケー女子岡山県チーム t
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 



3 広報あかいわ（平成17年12月号） 

秋
季
大
会 

ゴ
ル
フ（
成
年
男
子
）競
技 

　
　
　
　
　
堂
々
六
位
入
賞 

夏
季
大
会 

10/21
2005

10/22
2005

▲健闘を見せた岡山県チーム 

▲和やかな雰囲気で歓迎会が開かれました ▲リラックスした様子の選手 

▲桃太郎スタジアムで行われた開会式の様子 

▲到着した選手団と出迎える民泊協力会の皆さん 

     

　
国
体
夏
季
大
会
ゴ
ル
フ
（
成

年
男
子
）
競
技
会
が
九
月
十
日

（
土
）
か
ら
十
二
日
（
月
）
ま

で
の
三
日
間
、
山
陽
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
全
国
四
十
七
都
道
府
県
の
選

手
総
勢
百
四
十
一
人
が
し
の
ぎ

を
削
っ
た
競
技
会
に
は
、
全
国

か
ら
多
く
の
人
が
応
援
に
来
ら

れ
ま
し
た
。 

　
岡
山
県
代
表
の
三
選
手
も
最

善
を
つ
く
し
、
成
年
男
子
団
体

で
六
位
入
賞
と
堂
々
の
記
録
を

残
せ
ま
し
た
。 

　
ま
た
九
月
十
一
日
（
日
）
に

は
、
秋
篠
宮
・
同
妃
両
殿
下
が

会
場
を
訪
れ
競
技
を
ご
覧
に
な

り
ま
し
た
。 

   

　「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
」

秋
季
大
会
を
控
え
た
十
月
二
十

一
日
（
金
）、「
民
泊
」
で
選
手

団
を
受
け
入
れ
た
山
陽
地
域
（
成

年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
六
人
制

十
チ
ー
ム
）
、
熊
山
地
域
（
成

年
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
十
チ
ー
ム
、

成
年
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
十
チ
ー
ム
）

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
か
ら
参

加
す
る
選
手
団
の
到
着
ラ
ッ
シ

ュ
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
各
地
域
の
民
泊
協
力
会
で
は
、

北
は
北
海
道
、
南
は
鹿
児
島
県

か
ら
Ｊ
Ｒ
、
飛
行
機
、
タ
ク
シ

ー
な
ど
を
乗
り
継
い
で
到
着
し

た
選
手
の
疲
れ
を
癒
し
、
ま
た

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
各
地
区
の
集
会
所
で
趣
向

を
こ
ら
し
た
内
容
で
歓
迎
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
選
手
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日

程
が
終
了
す
る
ま
で
一
般
家
庭

に
宿
泊
し
、
各
地
区
の
集
会
所

で
は
協
力
会
の
皆
さ
ん
が
こ
の

日
の
た
め
に
腕
を
磨
い
た
食
事

が
連
日
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

 

　
十
月
二
十
二
日
（
土
）
、
さ

わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
、
メ
イ

ン
会
場
と
な
っ
た
岡
山
県
陸
上

競
技
場
（
桃
太
郎
ス
タ
ジ
ア
ム
）

で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨

席
の
も
と
、
選
手
、
役
員
、
観

客
ら
約
三
万
人
が
集
い
、
盛
大

に
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

開
会
式 

　
民
泊
で
は
、
各
民
泊
受
け
入

れ
地
区
の
皆
さ
ん
が
選
手
の
た

め
の
食
事
を
調
理
し
ま
し
た
。 

　
ど
ち
ら
の
民
泊
協
力
会
も
、

本
番
で
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
安
全

な
食
事
提
供
が
で
き
る
よ
う
に

と
衛
生
講
習
や
調
理
実
習
な
ど

を
何
度
も
繰
り
返
し
行
っ
て
き

ま
し
た
。 

　
そ
の
長
期
に
わ
た
る
努
力
が

実
り
民
泊
協
力
会
の
皆
さ
ん
か

ら
は
「
お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら

え
て
嬉
し
か
っ
た
」
、「
作
り
過

ぎ
と
思
っ
た
料
理
を
全
部
食
べ

て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
」
、

「
大
変
で
し
た
が
楽
し
く
で
き

ま
し
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。 

  

▲食品衛生研修会の様子 
（熊山地域） 

（山陽地域） 
▲調理の様子 

「
お
い
し
い
と
言
と
言
っ
て 

　
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
」 

「
お
い
し
い
と
言
っ
て 

　
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
」 



4広報あかいわ（平成17年12月号） 

       

　
十
月
二
十
三
日
（
日
）
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
会
場
と
な

っ
た
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合

体
育
館
と
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
会

場
と
な
っ
た
熊
山
運
動
公
園
多

目
的
広
場
で
そ
れ
ぞ
れ
開
始
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ど
ち
ら
の
開
始
式
も
、
地
元

中
学
生
ら
の
吹
奏
楽
演
奏
に
あ

わ
せ
地
元
岡
山
県
代
表
と
全
国

各
地
か
ら
選
び
ぬ
か
れ
た
強
豪

が
堂
々
の
入
場
行
進
。 

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
岡
山
県

（
シ
ー
ガ
ル
ズ
）
チ
ー
ム
の
野

村
ま
り
キ
ャ
プ
テ
ン
が
選
手
宣

誓
を
、
ホ
ッ
ケ
ー
で
は
男
子
は

中
野
浩
キ
ャ
プ
テ
ン
が
、
女
子

は
高
部
百
代
キ
ャ
プ
テ
ン
が
選

手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

二
試
合
が
、
ホ
ッ
ケ
ー
は
男
女

そ
れ
ぞ
れ
二
試
合
ず
つ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

        

　
こ
の
日
、
自
転
車
（
ロ
ー
ド
・

レ
ー
ス
）
競
技
も
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
自
転
車
（
ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
）

は
「
自
転
車
競
技
の
華
」
と
い

わ
れ
、
長
い
距
離
を
走
破
で
き

る
持
久
力
、
上
り
坂
を
速
い
ス

ピ
ー
ド
で
登
る
登
板
力
、
下
り

坂
を
駆
け
下
り
る
コ
ー
ナ
リ
ン

グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
そ
し
て
最
後

の
力
を
振
り
絞
り
ス
パ
ー
ト
す

る
ゴ
ー
ル
ス
プ
リ
ン
ト
な
ど
、

選
手
の
総
合
力
を
競
う
競
技
で

す
。 

　
美
作
市
、
美
咲
町
、
赤
磐
市
、

佐
伯
町
、
和
気
町
、
備
前
市
を

回
る
一
周
六
十
二
・
五
　
の
特

設
ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
・
コ
ー
ス

を
二
周
す
る
形
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
全
国
四
十
七
都
道
府
県
か
ら

成
年
男
子
八
十
五
人
、
少
年
男

子
八
十
九
人
の
選
手
が
参
加
し
、

手
作
り
応
援
の
ぼ
り
旗
や
サ
ル

ビ
ア
の
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で
埋

め
尽
く
さ
れ
た
、
赤
磐
市
の
国

道
三
七
四
号
を
時
速
四
十
　
を

超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で
一
瞬
に
し

て
走
り
抜
け
て
行
き
ま
し
た
。 

　
沿
道
で
は
、
吉
井
地
域
の
小

学
生
や
多
く
の
市
民
が
応
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
選
手
の
集

団
が
通
過
す
る
た
び
に
「
頑
張

れ
！
頑
張
れ
！
」
と
メ
ガ
ホ
ン

や
小
旗
を
振
っ
て
熱
い
声
援
を

送
り
、
選
手
も
励
み
に
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
稲
蒔
の
補
給
所
で
は
、

備
作
高
校
の
生
徒
が
、
通
過
す

る
選
手
へ
ド
リ
ン
ク
を
手
渡
し

す
る
大
会
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

10/23
2005

自
転
車
競
技
の
華 

自
転
車(

ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス)

競
技 

10/24
2005

s
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
開
始
式 

s
ホ
ッ
ケ
ー
の
開
始
式 

▲野村まりキャプテンの選手宣誓 

▲選手の集団と選手にドリンクを手渡しする備作高校の生徒 

▲選手の集団と沿道から声援を送る小学生 

開
始
式 

　キ ロ 

　キ ロ 



5 広報あかいわ（平成17年12月号） 

　
十
月
二
十
三
日
（
日
）
、
赤

坂
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
女
性
二

人
を
含
む
五
十
九
人
の
選
手
を

迎
え
て
、
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
競
技
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
競
技
は
男
女
別
に
、
ベ
ン
チ

プ
レ
ス
の
部
と
パ
ワ
ー
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
の
部
で
争
わ
れ
、
南
佐

古
田
出
身
の
近
江
博
太
選
手
が
、

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
の
部
六
〇
　
級

以
下
の
部
で
一
一
〇
　
を
上
げ

優
勝
、
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

の
部
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
で
岡
山
大

学
の
三
宅
徹
選
手
が
二
四
五
　

を
上
げ
日
本
新
記
録
を
出
す
な

ど
熱
の
入
っ
た
競
技
に
会
場
が

沸
き
ま
し
た
。 

　
一
方
で
、
補
助
員
と
し
て
こ

の
競
技
会
を
支
え
た
岡
山
大
学

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
部
学

生
の
機
敏
な
競
技
補
助
や
、
赤

坂
中
学
校
生
徒
の
正
確
な
進
行

補
助
が
目
を
引
き
競
技
会
の
ス

ム
ー
ズ
な
運
営
に
貢
献
し
ま
し

た
。 

 

　
十
月
二
十
四
日
（
月
）
、
満

員
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
場
に
は
、

国
体
四
連
覇
の
か
か
る
岡
山
県

（
シ
ー
ガ
ル
ズ
）
チ
ー
ム
が
登
場
。

初
戦
を
危
な
げ
な
く
ス
ト
レ
ー

ト
で
勝
利
し
ま
し
た
。 

　
ホ
ッ
ケ
ー
も
地
元
岡
山
県
チ

ー
ム
が
そ
ろ
っ
て
登
場
。
男
子

は
惜
し
く
も
初
戦
突
破
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
女
子
は
初

戦
を
勝
利
し
好
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
大
会
期
間
中
は
地
元

の
中
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

   

　
赤
磐
市
民
、赤
坂
中
学
校
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
で
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
競
技
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
に

協
会
役
員
一
同
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。 

　
今
大
会
は
、十
四
歳
の
中
学
生
か

ら
六
十
四
歳
ま
で
五
十
九
人
の
男
女

選
手
の
参
加
で
幅
広
い
年
齢
層
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、立
つ（
ス

ク
ワ
ッ
ト
）押
す（
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
）引

く（
デ
ッ
ド
リ
フ
ト
）の
人
間
の
基
本

動
作
が
、そ
の
ま
ま
競
技
と
な
っ
た

も
の
で
、男
女
年
齢
を
問
わ
ず
誰
で

も
参
加
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。 

　
こ
の
基
本
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け

る
こ
と
で
基
礎
体
力
が
向
上
し
健
康

増
進
、肥
満
や
成
人
病
予
防
に
も
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
今
回
、赤
坂
の

地
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
一
人

で
も
多
く
の
赤
磐
市
民
が
こ
の
競
技

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。 

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の 

　
　
　
　
　
　
　  

　
　
ス
ポ
ー
ツ
行
事 

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ 

10/24
2005
10/24
2005

多
田 

敏
彦
さ
ん
（
小
原
） 

 競
技
委
員
長 

▲シーガルズは危なげなく勝利しました ▲岡山県男子チームの試合の様子 

▲岡山県女子チームも好スタートを切りました ▲大会期間中活躍してくれた中学生ボランティア 

　キ ロ 

　キ ロ 

　キ ロ 



6広報あかいわ（平成17年12月号） 

   

　
十
月
二
十
五
日
（
火
）
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
は
準
決
勝
と
順
位

決
定
戦
の
合
わ
せ
て
五
試
合
が
、

ホ
ッ
ケ
ー
は
男
子
準
々
決
勝
三

試
合
、
女
子
準
決
勝
二
試
合
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
公
園
で
は
、

こ
の
日
全
日
程
を
終
え
帰
路
に

つ
く
チ
ー
ム
を
民
泊
協
力
会
の

皆
さ
ん
が
体
育
館
前
で
見
送
り

を
し
て
い
ま
し
た
。
選
手
た
ち

も
民
泊
協
力
会
の
皆
さ
ん
も
別

れ
を
惜
し
み
、
目
に
い
っ
ぱ
い

の
涙
を
浮
か
べ
て
何
度
も
何
度

も
握
手
を
し
た
り
、
抱
き
合
っ

た
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
と
て

も
感
動
的
な
場
面
で
し
た
。 

 

　民泊は今回が初めてです。皆さん
が暖かく迎えてくださり、またアット
ホームな雰囲気だったのがとても印
象的で良かったです。 
　熊山運動公園多目的広場がとても
きれいで、よく整備されていてうらや
ましく感じました。 

　国体は去年に続いて二年連続の出
場です。 
　メンバーのほとんどが民泊は今回
が初めて。最初不安がありましたが、
歓迎会を開いていただいてからすぐ
に打ち解けることができ、不安もなく
なりました。民泊をして良かったとメ
ンバーのみんながそう思っています。 

佐藤 優希 選手（左） 
島　 明子 選手（右） 

大端みゆき 選手（前列左）、中田美和 選手（前列右） 
中川知香 選手（後列左）、餅田千佳 選手（後列右） 

10/25
2005

s
t
バ
レ
ー
も
ホ
ッ
ケ
ー
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た 

▲別れを惜しみ涙する姿が見られました 

● ホッケー 北海道チーム ● ● バレーボール 石川県チーム ● 

　自分自身国体は二度目の出場です
が、民泊は初めて。皆さんの暖かい
心づかいのおかげでリラックスでき
ました。とても感謝しています。 
　試合のあった日の夜には、民泊協
力会の人の撮ったビデオで試合の内
容をチェックできてとても良かったで
す。 
 

桑実 磨里 選手 

● バレーボール 広島県チーム ● 

大
会
運
営
を
支
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

大
会
運
営
を
支
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

「おもてなしの心で 
頑張りました」 
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十
月
二
十
六
日
（
水
）
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
ホ
ッ
ケ
ー
女
子

と
も
に
決
勝
戦
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
岡
山
県
（
シ
ー
ガ
ル
ズ
）
チ

ー
ム
は
、
危
な
げ
な
い
一
方
的

な
試
合
展
開
で
対
戦
相
手
の
滋

賀
県
を
圧
倒
し
、
見
事
ス
ト
レ

ー
ト
で
勝
ち
、
国
体
四
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
。 

　
試
合
後
、
野
村
キ
ャ
プ
テ
ン

は
、
「
す
ご
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

の
中
で
優
勝
で
き
て
ほ
っ
と
し

ま
し
た
。
地
元
の
皆
さ
ん
の
力

が
な
け
れ
ば
今
は
な
い
と
思
い

ま
す
」
と
、
河
本
監
督
は
、「
目

標
の
地
元
で
の
国
体
優
勝
を
達

成
し
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
感

動
を
与
え
る
戦
い
を
続
け
、
シ

ー
ガ
ル
ズ
フ
ァ
ン
を
広
げ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
成
年
女
子
九
人
制
も

準
優
勝
に
輝
き
、
岡
山
県
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
競
技
別
天
皇
杯
・

皇
后
杯
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

 

10/26
2005

▲超満員の会場で伸び伸びとプレーをするシーガルズの選手 

▲表彰式の様子 

　
今
回
の
国
体
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
に
よ
り
大
会

運
営
が
行
わ
れ
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

　
市
民
み
ん
な
で
作
り
上
げ
た
国
体
。
皆
さ
ん
の
ま
ご
こ
ろ
が
選
手

や
訪
れ
た
人
た
ち
に
届
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 大
会
運
営
を
支

大
会
運
営
を
支
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

大
会
運
営
を
支

大
会
運
営
を
支
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

大
会
運
営
を
支
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

▲おもてなしの心で案内を 
　する受付案内班 

▲環境美化班の皆さん 

t素早くボールを出せるよう 
　試合を真剣に見つめる中学生 
　のボールサーバー 

▲会場周辺の掃除をする 
　歓迎装飾班 

▲ドリンクサービスで 
　おもてなし 

　メンバーみんながおもてなしの
心を持ちそれぞれに仕事を分担し
てテキパキと、またこまめに動くこ
とができました。 
　来場されたお客さんのマナーが
とても良かったので、ごみはそん
なに落ちていませんでした。 
 

「おもてなしの心で 
頑張りました」 

「おもてなしの心で 
頑張りました」 
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10/26
2005

10/27
2005

▲ゴールを決め喜ぶ岡山県女子チーム 

▲成年女子の表彰式の様子 

▲成年男子の決勝戦の様子 

岡
山
県
に
天
皇
杯
・
皇
后
杯 

   

　
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
決
勝
戦
で
は
、

五
輪
メ
ン
バ
ー
を
抱
え
る
岐
阜

県
チ
ー
ム
を
相
手
に
岡
山
県
チ

ー
ム
は
、
激
し
い
攻
撃
に
も
体

を
張
っ
た
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
応

戦
し
必
死
に
食
い
下
が
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
岐
阜
県
チ
ー
ム
に
三
点
を
奪

わ
れ
ま
し
た
が
、
後
半
五
分
に

は
ゴ
ー
ル
を
決
め
一
点
を
返
し

ま
し
た
。 

　
そ
の
後
も
手
に
汗
握
る
攻
防

を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
こ
の

ま
ま
試
合
終
了
の
合
図
を
告
げ

る
ホ
イ
ッ
ス
ル
。 

　
岡
山
県
チ
ー
ム
は
優
勝
こ
そ

逃
し
た
も
の
の
見
事
な
戦
い
で

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

      

　 　
十
月
二
十
七
日
（
木
）
、
ホ

ッ
ケ
ー
成
年
男
子
の
決
勝
戦
が

行
わ
れ
、
愛
知
県
が
京
都
府
を

下
し
優
勝
し
ま
し
た
。 

 

 

　
第
六
十
回
国
民
体
育
大
会
「
晴

れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
」
秋
季

大
会
は
、
六
日
間
に
わ
た
る
熱

戦
の
幕
を
閉
じ
、
岡
山
県
は
初

の
男
女
総
合
優
勝
、
女
子
総
合

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。 

ホッケー成年女子 準優勝!!ホッケー成年女子 準優勝!!

最
終
日 
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十
一
月
六
日
（
日
）
、
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総

合
体
育
館
で
全
国
精
神
障
害
者
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
催
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
と
大
勢
の

人
の
声
援
の
な
か
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
◯
優
　
勝
…
…
…
高
知
県 

　
◯
第
二
位
…
…
…
静
岡
県 

　
◯
第
三
位
…
…
…
岡
山
県 

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

「
輝
い
て
！
お
か
や
ま
大
会
」 

砲
丸
投
げ
で
優
勝 

藤
井
悟
朗
さ
ん
（
山
陽
３
丁
目
） 

 

   

　
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
成
年
女
子
準

優
勝
、
そ
し
て
初
の
皇
后
杯
獲

得
に
成
年
女
子
チ
ー
ム
の
高
部

キ
ャ
プ
テ
ン
は
、
「
今
ま
で
努

力
し
て
き
た
成
果
が
残
せ
て
良

か
っ
た
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り

獲
得
し
た
準
優
勝
、
皇
后
杯
で

し
た
。
ま
た
何
よ
り
も
地
元
の

大
声
援
が
力
に
な
り
ま
し
た
」
と
、

成
年
女
子
チ
ー
ム
の
平
尾
監
督

は
、
「
岡
山
県
の
天
皇
杯
・
皇

后
杯
に
貢
献
で
き
る
点
数
が
取

る
こ
と
が
で
き
、
正
直
ホ
ッ
と

し
て
い
る
の
が
実
感
で
す
。
選

手
の
み
ん
な
が
本
当
に
よ
く
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

民
泊
関
係
者
を
は
じ
め
地
元
の

多
く
の
皆
さ
ん
が
連
日
応
援
に

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
選
手

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

     

　
十
一
月
五
日
（
土
）
、
桃
太

郎
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
会
し
た
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
輝

い
て
！
お
か
や
ま
大
会
」
に
市

内
か
ら
五
人
の
選
手
が
出
場
し

ま
し
た
。 

　
砲
丸
投
げ
（
区
分
二
二
）
に

出
場
し
、
優
勝
し
た
藤
井
さ
ん

が
、
大
会
を
終
え
た
八
日
（
火
）、

市
役
所
に
来
ら
れ
、
大
会
の
様

子
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
藤
井
さ
ん
は
小
学
生
の
頃
か

ら
剣
道
、
陸
上
、
卓
球
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
、
三
年
前

か
ら
投
て
き
競
技
で
県
の
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
。
こ

つ
こ
つ
と
努
力
を
重
ね
、
今
回

の
お
か
や
ま
大
会
へ
の
出
場
と

な
り
ま
し
た
。 

　
「
目
標
は
い
つ
も
自
己
ベ
ス

ト
で
す
。
優
勝
成
績
の
十
　
七

〇
は
自
己
ベ
ス
ト
に
五
　
届
い

て
い
な
い
か
ら
不
満
で
す
。
砲

丸
投
げ
で
一
投
目
は
あ
る
程
度

の
記
録
を
と
っ
て
お
け
ば
安
心

と
思
っ
て
投
げ
、
二
投
目
は
冷

静
に
全
力
で
と
力
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
せ
い
で
記
録
が

伸
び
ず
、
最
後
の
三
投
目
で
な

ん
と
か
し
な
け
れ
ば
と
あ
せ
り

ま
し
た
。
そ
の
と
き
空
を
見
上

げ
た
ら
太
陽
が
ま
ぶ
し
く
て
、

会
社
の
同
僚
の
応
援
や
友
人
の

励
ま
し
を
思
い
出
し
勇
気
が
わ

い
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
優
勝

の
記
録
へ
と
変
わ
っ
た
と
思
い

ま
す
」
と
応
援
や
励
ま
し
へ
感

謝
。 

　
ま
た
、
「
今
回
の
全
国
大
会

出
場
は
、
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
へ
の
道
標
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。 

 

第
五
回
全
国
障
害
者 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
オ
ー
プ
ン
競
技 

第
五
回
全
国
精
神
障
害
者 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果 

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
初
の
皇
后
杯 

獲
得
・
ホ
ッ
ケ
ー
女
子 

▲ホッケー女子総合で１位に輝きました 

▲次の目標は全国記録と 
　話される藤井さん 

▲健闘を見せた岡山県チーム 

▲応援団に向かって手を振る選手たち 

ホッケー成年女子 準優勝!!

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
で
も
銅
メ
ダ
ル 

セ
ン 

チ 

メ
ー 

ト
ル 
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   ¡

二
〇
〇
五
年
全
日
本
モ
ト
ク
ロ
ス 

　
選
手
権
シ
リ
ー
ズ
第
九
戦 

　
中
国
大
会（
広
島
県
） 

　〈
六
位
入
賞
〉 

◇
宗
本
　
巨
樹（
桜
が
丘
東
１
丁
目
） 

         ¡

第
五
十
四
回
全
国
青
年
大
会 

（
東
京
都
） 

【
軟
式
野
球
】 

◇
大
森
啓
二
朗（
山
陽
２
丁
目
） 

◇
瀧
川
　
義
昭（
山
陽
６
丁
目
） 

       

◇
山
本
　
信
一（
河
本
） 

 【
一
万
　
】 

◇
遠
藤
　
潤
一（
桜
が
丘
西
９
丁
目
） 

        ¡
第
十
二
回
全
国
ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー

　
選
手
権
大
会（
熊
本
県
） 

◇
オ
ー
ル
山
陽 

　
石
川
　
展
康
　
　
西
岡
幸
司
朗 

　
田
中
　
信
行
　
　
住
田
　
　
雄 

　
正
躰
　
淳
一
　
　
小
林
　
康
二 

　
安
原
良
太
郎
　
　
池
田
　
達
郎 

　
小
林
　
祐
介
　
　
宇
田
　
達
明 

　
内
田
　
裕
喜
　
　
藤
茂
登
　
元 

　
永
見
　
宜
也
　
　
清
原
　
　
智 

　
小
林
　
一
雅
　
　
柴
沼
　
好
孝 

　
竺
原
　
清
志
　
　
下
山
　
隆
也 

　
内
田
　
敏
史
　
　
池
本
　
　
誠 
            

   ¡

二
〇
〇
五
Ｉ
Ｔ
Ｕ
世
界
デ
ュ
ア
ス
ロ

　
ン
選
手
権
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
大
会 

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
） 

◇
齊
藤
　
公
章（
町
苅
田
） 

              
　
十
一
月
三
日（
祝
）、赤
坂
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
、同
実
行
委
員
会
主
催
の

赤
磐
市
誕
生
祝
賀
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
、百
六
十
二
人
が
参
加
し
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

◇
優
　
勝
　
岡
本
　
慎
二 

◇
準
優
勝
　
森
下
原
俊
行 

◇
第
三
位
　
栗
正
　
全
雄 

◇
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞 

　
　
　
　
　
栗
正
　
全
雄 

◇
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞 

　
　
　
　
　
檜
尾
　
統
二 

    

　
十
月
三
十
日（
日
）、吉
井
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
テ
ニ
ス

大
会
が
開
催
さ
れ
、百
人
が
参
加
し

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

◇
男
子
の
部 

¡

優
　
勝
　
仲
原
・
為
藤（
マ
ミ
ー
ナ
） 

¡

準
優
勝
　
小
渕
・
宅
見（
津
山
東
中
学
校
） 

¡

第
三
位
　
丸
本
・
柳
沢（
美
作
大
学
） 

◇
女
子
の
部 

¡

優
　
勝
　
中
原
・
小
椋（
美
作
大
学
） 

¡

準
優
勝
　
門
脇･

斬
波（
美
作
大
学
） 

¡

第
三
位
　
田
本
・
山
田（
弓
削
高
校
） 

     

　
九
月
十
三
日
か
ら
十
月
六
日
の
十

一
日
間
に
わ
た
り
、桜
が
丘
野
球
場

を
会
場
に
、山
陽
地
域
か
ら
十
二
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◇
優
　
勝
　
ブ
ラ
ザ
ー 

◇
準
優
勝
　
蛇
馬
球
部 

★
最
優
秀
選
手 

　
阿
部
　
祥
之（
ブ
ラ
ザ
ー
） 

★
優
秀
選
手 

　
丸
尾
　
　
卓（
蛇
馬
球
部
） 

 

    

　
十
月
三
十
日
に
山
陽
ふ
れ
あ
い
公

園
体
育
館
を
会
場
に
、一
般
・
小
中

学
生
、合
わ
せ
て
七
十
七
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、昭
和
五
十
四
年
か

ら
二
十
六
年
に
わ
た
り
続
い
て
き
た「
山

陽
町
親
善
卓
球
大
会
」
を
、名
称
変

更
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

◇
一
般
男
子
の
部（
三
十
二
チ
ー
ム
参
加
） 

¡

優
　
勝
　
玉
野
光
南
高
校
Ａ 

¡

準
優
勝
　
光
南
ゆ
り
な
ー
ず 

¡

第
三
位
　
卓
愛
会
南
方
Ｔ
Ｃ 

　
　
　
　
　
関
西
ク
ラ
ブ 

★
敗
者
復
活
戦（
三
・
四
位
ト
ー
ナ
メ

　
ン
ト
）優
勝
…
ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
４
４ 

◇
一
般
女
子
の
部（
三
十
一
チ
ー
ム
参
加
） 

¡

優
　
勝
　
山
陽
ク
ラ
ブ 

¡

準
優
勝
　
め
だ
か 

¡

第
三
位
　
安
井
ク
ラ
ブ
う
さ
ぎ 

　
　
　
　
　
岡
山
ベ
テ
ラ
ン
会 

★
敗
者
復
活
戦（
三
・
四
位
ト
ー
ナ
メ

　
ン
ト
）優
勝
…
岡
山
東
商
Ａ 

◇
小
・
中
学
生
の
部（
十
四
チ
ー
ム
参
加
） 

優
　
勝
　
安
井
ク
ラ
ブ
さ
る 

準
優
勝
　
磐
梨
中
Ａ 

第
三
位
　
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
西
大
寺 

　
　
　
　
ピ
ン
ポ
ン
ズ 

★
敗
者
復
活
戦（
三
・
四
位
ト
ー
ナ
メ

　
ン
ト
）優
勝
…
磐
梨
中
Ｂ 

第
六
十
回
職
場
・
ク
ラ
ブ 

対
抗
野
球
大
会
結
果 

第
一
回
赤
磐
市
親
善
卓
球 

大
会（
団
体
の
部
）結
果 

 

第
五
十
四
回
赤
磐
市 

吉
井
地
域
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

大
会
成
績
結
果 

全
国
大
会
出
場 

お
め
で
と
う
！ 

〈
敬
称
略
〉 

世
界
大
会
出
場 

お
め
で
と
う
！ 

〈
敬
称
略
〉 

赤
磐
市
誕
生 

　
　
祝
賀
ゴ
ル
フ
大
会 

メ
ー 

ト
ル 



★地域内へは、新しい市内局番（９□□）からダイヤルしてください。 
★地域外へは、いままでどおりダイヤルしてください。 
★地域外から赤磐地域へはいままでどおりダイヤルしてください。 
※岡山市（旧灘崎町および旧御津町を除く）、倉敷市、都窪郡早島町などと同じ市外局番０８６になりますが、相互
　間の通話には引き続き市外局番からダイヤルが必要で、市外通話料金がかかります。 
 

市外局番の３桁化 
０８６９－□□－××××　→　０８６－９□□－×××× 
たとえば赤磐市役所は０８６－９５５－１１１１になります。 

★この番号変更により、電話料金が変わることはありません。 
★現在お使いの電話機、ＦＡＸ、交換機などはそのまま使えます。悪質な訪問販売・リース勧誘にご注意ください。
　なお、短縮ダイヤルなどの設定は、変更が必要になる場合があります。 
★印刷物（名刺、パンフレット、請求書・領収書などの書類、広告など）、看板、ホームページなど電話番号を表示
　しているものの書き換えは各自のご負担となります。 

11 広報あかいわ（平成17年12月号） 

平成18年3月4日（土）午前2時から 

■対象地域 

■変更年月日 

■ダイヤル手順 

■注意事項 

平成１８年３月４日（土） 午前２時 
■変更内容 

赤　　磐　　市 

赤磐郡瀬戸町 

久米郡美咲町 

久米郡久米南町 

和気郡佐伯町 

全域 

飯岡および高下 

峠 

塩田 

旧山陽町 

旧赤坂町 

旧熊山町 

旧吉井町 

和田、穂崎の一部と馬屋を除く 

全域 

徳富の一部に限る 

全域 

市外局番変更 
のお知らせ 

本　庁　総　務　課　1０８６９-５５-４７７０ 
総務省中国総合通信局　1０８２-２２２-３３７５ 問い合わせ先 
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図書館 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 

ブラックパネルシアター 
　日　　時　12月10日（土）　午後2時30分～3時30分 
　場　　所　中央図書館 
　出　　演　コスモスレククラブ 
　だしもの　サンタがまちにやってくる  

　くら～い部屋で光をあてるとそこに浮かび上がるのは…？ 
　さあみんなで幻想的な世界を楽しもう！ 
　ほかにも手遊び、紙芝居などいろいろあるよ♪ 

図書館おばちゃんの楽しいクッキング 
　日　　時　12月18日（日）　午前10時～正午 
　場　　所　熊山公民館　調理室 
　内　　容　簡単クリスマスケーキにチャレンジ☆  

　もうすぐ楽しいクリスマス！ 
　今年のクリスマスには　手作りケーキにチャレンジしてみませんか？ 
　図書館おばちゃんが“簡単クリスマスケーキ”を教えてくれるよ！ 
　みんなでチャレンジしてみましょう☆ 

えほん読み聞かせ会 
　日　　時　12月17日（土）　午後2時～3時 
　場　　所　赤坂公民館　こども部屋 

　すてきなクリスマスのおはなしが聞けるよ！ 
　たのしいエプロンシアターもあるよ。みんなできてね。 

お正月だよ！親子絵本かるた会 
　日　　時　1月7日（土）　午後2時30分～3時30分 
　場　　所　中央図書館 

　床に並べた絵本をかるたのようにして取り合うゲームです。みんなのよ
　く知っている絵本ばかりだよ。さあ、どれくらい取れるかな？楽しい絵
　本の読み聞かせもあります。みんな参加してね！ 

●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、
祝日、月末整理日ほか 
（詳しくは、暮らしのカレン
ダーをご覧ください） 

 

　赤磐市（旧吉井町）出身の南画家　直原玉青氏は、日本南画院会長として多くの後進を指導

するとともに、展覧会への出品など製作を続けておられましたが、9月30日に101歳で逝去されました。 

　ふるさとを愛し、数々の作品を寄贈くださり、地域文化芸術の向上に寄与され続けた玉青画伯を

偲び、生前に寄付頂いた当センター所蔵品の中から郷土を題材にした作品など約30点を展示し、

氏の画業を振り返ります。 

　◆開催日時　　12月3日（土）～12月18日（日）午前10時～午後6時（月曜日休館） 
　◆観 覧 料　　無　　料 
　◆問合せ先　　赤磐市周匝142　赤磐市生涯学習センター（ライフプラザ吉井内） 
　　　　　　　　10869-54-9200　60869-54-9201 

 

12月28日（水）～1月4日（水） 
まで休館させていただきます。 

年末は本が何冊でも 借りられます。 １２月１４日（水）から１２月
２７日（火）まで、図書の貸
出し冊数が無制限になり
ます。お正月用にたくさ
んお借りください。 

中央図書館 からのお知らせ 
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4

小山　益太 
＜果樹園芸家／稗田＞ 

郷土の 

物 人 
こ や ま  ま す た  

s
大
原
奨
農
会
創
設
時
代
の
研
究
所
職
員
大
正
四
年
 

　
前
列
左
よ
り
三
人
目
大
原
孫
三
郎
、 

　
後
列
左
よ
り
三
人
目
小
山
益
太
 

　（
岡
山
大
学
資
源
生
物
科
学
研
究
所
蔵
） 

s
小
山
益
太
顕
彰
碑
 

　（
赤
磐
市
熊
山
老
人
憩
の
家
） 

　
小
山
益
太
（
以
下
「
益
太
」）
は
、

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
九
月

十
二
日
、
磐
梨
郡
稗
田
村
（
現

赤
磐
市
稗
田
）
に
、
父
義
作
・

母
シ
マ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。 

　
小
山
家
は
代
々
名
主
役
を
務

め
る
精
農
家
で
し
た
。 

　
幼
い
頃
益
太
は
、
可
真
下
村
（
現

赤
磐
市
可
真
下
）、
松
田
喜
代
冶

の
寺
子
屋
に
学
び
、
長
じ
て
庭

瀬
の
森
田
月
瀬
、
可
真
下
村
の

太
田
宜
軒
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
東
京
の
二
松
学
舎
に

て
三
島
中
洲
に
師
事
し
ま
し
た
。 

　
数
年
を
経
て
帰
郷
し
た
益
太
は
、

二
十
一
歳
の
頃
、
磐
梨
郡
立
中

学
校
助
教
授
と
な
り
ま
す
。 

　
時
勢
の
中
で
、
小
山
家
は
家

運
傾
き
、
益
太
二
十
六
歳
の
春
、

赤
坂
郡
役
所
勧
業
掛
に
な
り
ま
す
。

　
同
じ
年
の
秋
、
益
太
は
、
園

芸
を
も
っ
て
職
業
と
す
る
こ
と

に
意
を
決
し
ま
す
。
そ
し
て
、

果
樹
界
の
権
威
者
福
羽
逸
人
を

播
州
葡
萄
園
に
訪
ね
、
路
地
栽

培
の
マ
ス
カ
ッ
ト
・
フ
ロ
ン
チ

グ
ナ
ン
を
試
食
し
、「
香
気
頭
脳

に
透
り
清
涼
を
覚
う
」
と
驚
き

を
も
っ
た
の
で
し
た
。 

　
益
太
は
、山
林
を
切
り
開
き「
六
々

園
」
と
名
づ
け
た
果
樹
園
に
て
、

「
果
樹
は
能
く
愛
育
し
我
が
心
に

不
足
な
き
様
取
扱
ふ
べ
き
こ
と
」

な
ど
、
五
ケ
条
の
「
栽
培
心
得
」

を
作
成
し
励
み
ま
す
。
　
 

　
桃
、
葡
萄
、
梨
、
柿
な
ど
の

品
種
を
収
集
し
、
交
配
さ
せ
る

と
と
も
に
病
害
虫
防
除
、
剪
定

な
ど
の
技
術
開
発
を
苦
労
し
な

が
ら
独
学
に
て
行
っ
た
の
で
し
た
。 

　
こ
う
し
て
、
桃
の
新
品
種
「
金

桃
」
・
「
六
水
」
を
生
み
、
袋
か

け
法
の
改
善
、
赤
星
病
の
ボ
ル

ド
ー
液
の
試
用
に
至
り
ま
す
。 

　
な
か
で
も
、
明
治
三
十
五
年
（
一

九
〇
二
）
に
創
案
し
た
自
家
製

殺
虫
剤
「
六
液
」
は
、
除
虫
菊

の
成
分
を
石
油
で
抽
出
し
て
石

け
ん
で
乳
化
さ
せ
た
も
の
で
、

優
れ
た
農
薬
と
し
て
明
治
か
ら

昭
和
初
期
ま
で
全
国
的
に
利
用

さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）、
大

原
孫
三
郎
（
以
下
「
孫
三
郎
」
）

に
よ
っ
て
、
わ
が
国
初
の
農
業

研
究
所
、
財
団
法
人
大
原
奨
農

会
（
後
の
大
原
農
業
研
究
所
・

現
岡
山
大
学
資
源
生
物
科
学
研

究
所
）
が
倉
敷
の
地
に
発
足
し

ま
す
。 

　
研
究
熱
心
な
益
太
の
評
判
を

聞
い
た
孫
三
郎
は
、
益
太
を
園

芸
部
の
指
導
者
と
し
て
招
き
ま
す
。 

　
益
太
は
、
名
田
山
（
現
向
山
）

果
樹
園
に
て
果
樹
栽
培
の
模
範

を
示
し
ま
す
。
ま
た
、
葡
萄
の

販
売
を
考
え
た
益
太
の
た
め
に
、

画
家
児
島
虎
次
郎
は
包
装
の
図

案
を
提
供
し
た
の
で
し
た
。 

　
し
か
し
、
大
正
十
三
年
（
一

九
二
四
）
七
月
一
日
、
名
田
山

に
て
客
死
し
ま
す
。
六
十
二
歳

で
し
た
。 

　
豪
快
な
性
格
の
益
太
を
愛
し

た
孫
三
郎
は
、
果
樹
園
の
名
前

も
益
太
の
号
を
つ
け
「
楽
山
園
」

と
改
称
し
ま
し
た
。 

　
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
楽

山
園
内
の
眺
望
の
よ
い
所
に
、

孫
三
郎
の
筆
に
よ
る
記
念
碑
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の

記
念
誌
に
、
大
原
農
業
研
究
所

長
の
近
藤
萬
太
郎
は
、「
故
樂
山

小
山
益
太
翁
は
我
國
の
果
樹
園

藝
界
の
最
も
偉
大
な
る
功
労
者

で
あ
り
、
ま
た
我
が
果
物
縣
岡

山
の
果
樹
栽
培
の
開
拓
者
で
あ

り
指
導
者
で
あ
っ
た
。
加
之
稀

に
見
る
圓
満
高
徳
の
人
士
で
あ

っ
た
。」
と
讃
え
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
昭
和
三
十
年
（
一

九
五
五
）、
可
真
小
学
校
（
現
赤

磐
市
熊
山
老
人
憩
の
家
）
校
庭
に
、

「
小
山
楽
山
翁
顕
彰
之
碑
」
が
、

益
太
の
弟
子
で
あ
り
、
赤
磐
郡

の
誇
る
も
う
一
人
の
果
樹
栽
培

先
駆
者
、
白
桃
・
大
久
保
桃
を

発
見
し
た
大
久
保
重
五
郎
の
顕

彰
碑
と
共
に
建
立
さ
れ
た
の
で

し
た
。 

（
山
陽
郷
土
資
料
館
・
高
畑
富
子
） 

●
参
考
文
献
『
小
山
楽
山
翁
遺
稿
』『
楽

山
翁
を
観
る
』『
小
山
益
太
先
生
三
十

週
年
追
悼
會
』『
岡
山
県
果
樹
園
芸
史
』

『
大
原
美
術
館
ロ
マ
ン
紀
行
』
他
 

 

げ
つ
ら
い
 

ぶ
ど
う
 

ろ
く
ろ
く
 

こ
こ
ろ
え
 

せ
ん
て
い
 

え
ん
 

の
ち
 

き
ん
 

と
う
 

ろ
く
す
い
 

な
た
や
ま
 

む
こ
う
や
ま
 

ら
く
ざ
ん
え
ん
 

こ
れ
に
く
わ
え
て
ま
れ
 

ろ
く
え
き
 

お
う
 

え
ん
ま
ん
 

え
ん
 

げ
い
 

よ
 

ふ
く
ば
は
や
と
 

ぎ
け
ん
 

に
し
ょ
う
が
く
し
ゃ
 

ち
ゅ
う
し
ゅ
う
 

か
か
り
 

た
た
 

ひえだ 

正妙寺蔵 



14広報あかいわ（平成17年12月号） 

若草幼稚園（中塚さんの畑でいもほり） 

 
 

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
幼
稚
園
に

入
園
す
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。 

　
幼
稚
園
で
は
、小
学
校
入
学
前
ま

で
の
二
年
間（
一
部
三
年
間
）に
、遊
び

を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
・

体
験
を
通
じ
て
、自
立
心
・
社
会
性
・

言
語
へ
の
興
味
関
心
・
創
造
力
・
思
考

力
な
ど
の
生
活
に
必
要
な
能
力
や
態

度
な
ど
が
養
え
る
よ
う
環
境
を
整
え
、

計
画
的
に
指
導
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

●
対
象
者 

　
平
成
十
二
年
四
月
二
日
〜
平
成
十

四
年
四
月
一
日
生
ま
れ 

　
桜
が
丘
幼
稚
園
お
よ
び
い
わ
な
し

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、平
成
十
二
年
四

月
二
日
〜
平
成
十
五
年
四
月
一
日
生

ま
れ 

●
主
な
月
額
経
費 

（
平
成
十
七
年
度
実
績
） 

保
育
料
　
三
千
九
百
円 

給
食
費
　
山
陽
地
域
二

千
八
百
円（
週
四
回
） 

熊
山
地
域
三
千
六
百
円 

　
　
　
　（
週
五
回
） 

●
入
園
手
続 

　
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
ま
た
は
各
幼
稚
園

に
あ
る
書
類（
入
園
願
）

を
通
園
区
域
の
幼
稚
園

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、赤
磐
市
内
で
、別

表
の
通
園
区
域
外
に
在
住
し
入
園
を

希
望
す
る
人
は
、収
容
定
員
の
範
囲

内
で
、教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
幼

稚
園
に
通
園
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

●
募
集
期
間 

　
平
成
十
八
年
一
月
三
十
一
日（
火
）

ま
で 

●
問
い
合
わ
せ
先 

　
教
育
委
員
会  

学
校
教
育
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
９
７
２ 

　
ま
た
は
各
幼
稚
園
ま
で 

 

収 容 定 員 

3歳児 4歳児 5歳児 

長尾・立川・河本・下市・熊崎・南方・斎
富・沼田・中島・日古木・二井・高屋・上市・
正崎・五日市・尾谷・津崎・神田 

桜が丘西 
 3-30  

桜が丘西 
9-13-1

桜が丘東 
6-6-692

可真下・可真上・弥上・野間・稗田・石
蓮寺・沢原・殿谷・佐古・岡・酌田・円光寺・
吉原・河田原・釣井・徳富・小瀬木・松木・
勢力・千躰・奥吉原 

   電子メール、はがき、封書などを利用した悪質な｢利用した覚えのない請求｣が横行しています。 

請求された内容について不明な点、不安を持った場合は、相手に連絡・料金 

を支払う前に岡山県消費生活センターまで相談してください。 

　●岡山県消費生活センター　　　 1０８６－２２６－０９９９　 

　●相談日      　 　祝日、年末年始を除く火曜日～日曜日 

　●受付時間    　　　　　　　  ９時～正午  １３時～１７時 

　　　　　　　本庁生活環境課生活安全係  1０８６９－５５－４７８３ 

名　　称 地
域 

山
　
　
陽
　
　
地
　
　
域 
熊
　
山
　
地
　
域 

高陽幼稚園 

西山幼稚園 

高月幼稚園 

若草幼稚園 

双葉幼稚園 

ひかり幼稚園 

山陽北幼稚園 

桜が丘幼稚園 

鴨前・西中・下仁保・上仁保・斗有 

馬屋・和田・岩田・穂崎 

山陽2・4・7丁目 

山陽1・3・5・6丁目・下市733番地4

桜が丘西1～5丁目 

桜が丘西6～10丁目 

桜が丘東1～6丁目 

いわなし幼稚園 

90

30

30

90

120

90

60

35

35

90

30

30

90

120

90

60

35

35

35

35

0869-55-0309

0869-55-0002

086-229-2655

0869-55-2311

0869-55-5280

0869-55-3811

0869-55-8155

08699-5-1275

08699-5-0551

高屋434

西中229

馬屋558-2

山陽4-11

山陽3-10

沢原357

所　在　地 電話番号 通　園　区　域 
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笹岡保育園やきいもパーティ 

   

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
保
育
園
に

入
所
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。 

●
対
象
者 

　
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
就
労
・
疾

病
ま
た
は
病
人
の
看
護
に
日
中
か
か

わ
っ
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
児
童
の
保

育
に
あ
た
れ
ず
、同
居
者
が
い
て
も
保

育
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭 

●
受
付
場
所 

   

本
庁
社
会
福
祉
課 

   

各
支
所
健
康
福
祉
課 

   

各
保
育
園 

●
提
出
書
類 

¡

入
所
申
込
書
兼
継
続
児
童
入
所

　
確
認
書（
必
ず
希
望
保
育
所
欄
は

　
第
三
希
望
ま
で
記
入
し
て
く
だ
さ

　
い
）。 

¡

保
護
者
の
就
労
状
況
な
ど
の
確
認

　
書
類
（
用
紙
は
受
付
場
所
に
あ

　
り
ま
す
）。 

¡

平
成
十
七
年
分
所
得
税
の
分
か

　
る
も
の（
就
労
者
全
員
の
平
成
十

　
七
年
分
源
泉
徴
収
票
。
確
定
申
告

　
を
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
控
）。 

¡

そ
の
他
課
税
資
料（
赤
磐
市
居
住

　
の
状
況
に
よ
り
必
要
と
な
り
ま
す
）。 

※
税
関
係
の
書
類
や
勤
務
状
況
の
添  

   

付
書
類
の
提
出
が
な
い
場
合
は
審  

   

査
が
で
き
な
い
た
め
入
所
で
き
ま 

   
せ
ん
。 

●
受
付
期
間 

　
平
成
十
八
年
一
月
三
十
一
日（
火
）

ま
で 

　
期
限
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
け
付

け
ま
す
が
、期
限
内
に
提
出
さ
れ
た

人
を
優
先
し
て
選
考
し
ま
す
。 

            

●
問
い
合
わ
せ
先 

　
　
　
　
　
本
庁
社
会
福
祉
課 

　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
係 

　
　
　
　
　
1
０
８
６
９（
５
５
） 

                              

１
１
１
５ 

 

          保 育 所 名      所　 在 　地     定 員        対象年齢          電 話 番 号    開 設 時 間 

私立       山陽桜保育園   山陽４－１２     150人                            0869-55-0773    ７:00～19:00 

私立    山陽いろは保育園   下市４１１      90人                 0869-55-0355       ７:00～20:00 

私立    山陽国分寺保育園   穂崎７８０－１      60人                 086-229-2811       ７:00～19:00 

私立       さんこう保育園   西中２２０－１      60人                 0869-55-3517       ７:00～19:00 

私立       あすなろ保育園   桜が丘西３－14－19   120人                 0869-55-5665       ７:00～20:00 

私立     清風いろは保育園   桜が丘西６－10－21    60人                 0869-55-3131       ７:00～20:00 

私立   桜が丘地域保育センター   桜が丘西８－15－２     60人                 0869-55-5161       ７:00～19:00 

公立        石相保育園   町苅田２７      90人                 0869-57-2026       ７:00～19:00 

公立        軽部保育園   今井１１７                45人                 0869-57-2002       ７:30～18:30 

公立        笹岡保育園   坂辺９９                  45人                 0869-57-2721       ７:30～18:30 

私立     さくらが丘保育園   桜が丘東６－６－７０４   90人                 08699-5-0104       ７:00～20:00 

私立        とよた保育園   松木５４９                ９0人                 08699-5-0244       ７:00～19:00 

私立     さくらんぼ保育園   桜が丘東２－２－８０９   60人                 08699-5-9071       ７:00～19:00 

公立        周匝保育園   周匝１５４９      40人                 0869-54-1133       7:30～18:30 

公立        黒本保育園   黒本２１７９－１      40人                 0869-54-0826       7:30～18:30 

公立       佐伯北保育園   塩木６－１      40人                 0869-54-2181       7:30～18:30 

公立        仁美保育園   仁堀中８５５      30人                 0869-58-2255    7:30～18:30

生後1.5カ月 
       ～就学前 

生後43日 
       ～就学前 

生後３カ月～就学前  

２歳～就学前 

２歳～就学前 

生後６カ月～就学前 

１歳～就学前 

１歳～就学前 

１歳～就学前 

   今年は、製造業を営む全ての事業所を対象として、その活動実態を明らかにすることを目的とし

て実施します。調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料、小・中・高等学校の

教材などに広く利用されます。１２月から１月にかけて、調査員が訪問しましたら、ご協力を 

お願いします。 

　なお、調査票に記入された内容については、統計法により厳重に秘密が保護され、目的外 

に使用されることはありません。 

                    　◆問い合わせ先    本庁企画課企画係　1０８６９－５５－２６９２ 

製造事業所の皆さんへ 工業統計調査にご協力ください 工業統計調査にご協力ください 
平成１７年工業統計調査が、１２月３１日現在で行われます。 
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●おいしいパンづくり 
　9：00～13：00（高月公民館） 
●としょかんわくわくタイム 
　14：3０～（中央図書館） 
●公開講座『ふたご座流星群』　
　18：00～（竜天天文台） 

●交通安全日 
●ブラックパネルシアター 
　14：30～（中央図書館） 
●おひさまおはなし会　11：00～ 
　（熊山図書館） 
 
 
 

●としょかんわくわくタイム 
　14：3０～（中央図書館） 
●絵本読み聞かせ会　14：0０～ 
　（赤坂図書館） 
●和紙ちぎり絵教室 
　13：3０～15：30（吉井公民館） 

●よろず相談　13：00～15：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●おはなしのおへや　15：30～　
　（熊山図書館） 

●育児相談（平成１７年２月・５月
　生対象）　10：00～11：00 
　（山陽保健センター） 

●無料法律相談　13：00～16：00 
　（山陽産業会館２階ふるさと交流室） 
●よろず相談　10：00～12：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●おはなしのおへや　15：3０～ 
　（熊山図書館） 

●２歳６か月児歯科健診 
　１３：００～１３：３０（山陽保健センター）
●無料法律相談　10：00～15：00 
　（本庁２階第１会議室） 

●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 

●乳児健診　13：00～１3：30 
　（山陽保健センター） 

●中学生職場体験活動 
　（岡山チャレンジワーク１４） 
　～１８日〔吉井中〕 
●たんぽぽの会　10：00～11：00 
　（赤坂公民館） 
●１歳６か月児健診 
　13：00～13：30（山陽保健センター） 
●えほんのじかん　11：00～ 
　（中央図書館） 

●市役所仕事納め 

●市役所仕事始め 

●離乳食講習会 
　10：00～11：30 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●健康づくり運動教室 
　10：00～11：30 
　（ライフプラザ吉井２階　視聴覚室） 
●ナイスミディ講座 
　9：30～12：00（熊山公民館） 

●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 
 

●３歳児健診　13：00～13：30 
　（山陽保健センター） 
●ハーブに夢中 
　10：00～12：00（中央公民館） 
●人権・行政・法律・年金相談 
　10：00～15：00 
　（赤坂健康管理センター） 

●お笑い赤坂亭定例寄席 
　19：00～20：00（お笑い赤坂亭） 
●ドキドキ講座（自然観察会） 
　9：00～12：00（熊山公民館） 
●としょかんわくわくタイム 
　14：3０～（中央図書館） 
 
 

火 水 木 金 土 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（全館） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（全館） 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（全館） 
［医］あかいわファミリークリニック 
　　1０８６９-５５-９２５１ 
［医］道満医院 1０８６９-５７-２１１１ 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（全館） 
［医］片山医院 1０８６-２２９-２１６６ 
［医］越宗医院 1０８６９-５７-３０３５ 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（全館） 
［医］河田産婦人科 
　　1０８６９-５５-０２６４ 
［医］桜井内科 1０８６９-５７-３０１２ 

 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（全館） 
［医］幸ケ峯クリニック 
　　1０８６９-５５-０８１５ 
［医］森医院 1０８６９-５７-２４００ 

Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

12月 

平成17年 

［医］＝休日当番医　◆＝図書館・桜が丘いきいき交流センター休館日 
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天皇誕生日 

大晦日 

［医］吉井医院 1０８６９-５５-５５１５ 
［医］市立熊山病院 
　　1０８６９９-５-１２５１ 

●大晦日無料観望　23：30～ 
　（竜天天文台） 

●公開講座『土星』　18：00～ 
　（竜天天文台） 
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●人権を考えるつどい講演会 
　１３：３０～１５：００ 
　（中央公民館２階大集会室） 

●人権相談　１０：００～１２：００ 
　（吉井支所　相談室） 
●合同相談　１3：００～１4：００ 
　（赤磐市仁美農村振興センター） 

4 5

11 12

18 19

25 26

日 月 

●図書館おばちゃんの楽しい 
　クッキング　１０：００～ 
　（熊山図書館） 

●初日の出を迎える会　5：00～ 
　（竜天天文台） 

●交通安全日 
●園芸教室「お正月寄せ鉢作り」 
　１０：００～１２:００（高月公民館） 

［医］マスカット整形外科 
　　1０８６-２２９-２６１１ 
［医］景山医院 1０８６９９-５-２２９９ 

［医］山陽クリニック 
　　1０８６９-５５-７１１１ 
［医］森医院 1０８６９-５７-２４００ 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 
［医］山本クリニック 
　　1０８６９-５５-８８６８ 
［医］戸川クリニック 
　　1０８６９-５７-３０５７ 

［医］あまの耳鼻咽喉科医院 
　　1０８６９-５５-８１９１ 
［医］佐伯北診療所 
　　1０８６９-５４-２０３２ 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館・公民館休館日（全館） 
［医］小坂内科医院 
　　1０８６９-５５-３３４４ 
［医］戸川クリニック 
　　1０８６９-５７-３０５７ 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（全館） 
［医］桜が丘クリニック 
　　1０８６９-５５-８０２５ 
［医］戸川医院 1０８６９-５７-２６１１ 

Sunday Monday
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★12月の税・保険料を期限内に納めましょう 
　●市県民税 4期 
　●国民健康保険税 7期 
　●介護保険料 5期（赤坂地域） 
　●介護保険料 7期（熊山・吉井地域） 

　12月26日まで 

国民の休日 元旦 

M O N T H L Y  S C H E D U L E

1
2
3
4
5
6
7
8
9
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山陽ふれあい公園 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

バレーボールVリーグ大会 
開催のため開放中止 

施設整備 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 休館日 

休館日 休館日 

休館日 休館日 

1 0869-54-23231 0869-55-4432

吉井B&G海洋センター 
屋内プール トレーニングルーム トレーニングルーム 

１０：００～ 
１２：００ 

１４：００～ 
１６：００ 

１８：３０～ 
２０：３０ 

９：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１７：００ 

初心者 
講　習 
実施日 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２２：００ 

○ 屋内プール一般開放　　　☆ トレーニングルーム開放 

12
月 

日 

※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上で初心者講習修了者に限りま
　す。初心者講習は★印に行っていま
　すが電話予約が必要です。 
　受講料４００円　再受講料３００円 

※日曜日開放時間　９:００～１１:００、 
　１１:３０～１３:３０、１４:００～１６:００ 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…４００円 
　　　　中学生以下…２００円 
 
 
●トレーニングルーム…３００円 ※トレーニングルームのご利用は高校

　生以上です。 

※１１月から３月までプールはお休
　みします。 

［利用料金］ 
●トレーニングルーム…１００円 
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◇日　　　時 
◆対 　 　 象  
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　手作りのおかざりで、お正月を迎えてみませんか。 

ナイスミディ講座 

12月15日（木）　9：30～12：00 
一般 
30人 
500円（材料代含む） 
12月5日（月）～12月11日（日） 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360

熊山公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
 
◆講　　　師 
◇対 　 　 象  
 
◆定　　　員 
◇参　加　費 
 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　パターンをもとに絵付けをして、心温まる装飾品を作っ
てみませんか。興味はあるけれどまだやってみたことがな
いというあなた。この機会にぜひチャレンジしてみましょう。 
 

はじめてのトールペイント 

平成18年1月21日（土）、28日（土） 
　「ウェルカムボード」コース 
平成18年2月18日（土）、25日（土） 
　「おひなさま」コース 
歳森　由紀子 
小学4年生～一般（小学生は大人と同
伴で） 
各コース10人 
1コース　1人800円（全2回分・材料代
含む） 
12月5日（月）～12月27日（火） 
赤磐市立中央公民館 
10869-55-0069 
 

中央公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆講　　　師 
 
 
◇対 　 　 象  
 
◆定　　　員 
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　いつまでも元気に、楽しく、日々を過ごすために頭の体操
や、軽い運動から健康を考えてみませんか。 

さわやかセミナー 
気楽に「健康生活」を始めよう！ 

1回目…平成18年1月16日（月） 
　「頭の体操　頭をほぐしながら」 
2回目…平成18年1月23日（月） 
　「さあ、始めよう！（軽運動1）」 
3回目…平成18年2月13日（月） 
　「さあ、でかけよう！（軽運動2）（ウォ
　　ーキング）」 
4回目…3月13日（月） 
　「これからも運動を続けていくために
　～予防運動～」 
各回とも13：30～15：30 
保健師　谷名　菜穂子（1回目） 
健康運動指導士　高見　博子（2・3回目） 
理学療法士　三宅　孝士（4回目） 
65歳以上の人（※医師から運動制限を
受けている人は、ご遠慮ください。） 
30人 
無　料 
12月5日（月）～平成18年1月6日（金） 
赤磐市立中央公民館 
10869-55-0069 
 

中央公民館主催講座 

 

◇日　　　時 
 
◆場　　　所 
◇定 　 　 員  
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆問い合わせ先 

　自然大好き人間あつまれ。赤磐市に生息する身近な生き
物（野鳥）について観察してみよう。 

ドキドキ講座／自然観察会 

平成18年1月28日（土） 
9：00～12：00 
赤磐市石蓮寺山周辺 
30人 
無　料 
12月5日（月）～平成18年1月20日（金） 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360 
 

熊山公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇問い合わせ先 

　和紙を使って雄大な赤富士のちぎり絵を作ってみません
か。 

和紙ちぎり絵教室 

12月17日（土）　13：30～15：30 
一　般 
20人 
1,800円（材料代） 
12月5日（月）～12月12日（月） 
赤磐市立吉井公民館 
10869-54-1379 
 

吉井公民館主催講座 

★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

★山陽（団地）公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

年末年始 
12月28日（水）～1月4日（水）は 
全館お休みします。 
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シリーズ8

介
護
 ８ 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
気
温
が
下
が
っ

て
空
気
が
乾
燥
す
る
冬
に
な
る
と
流
行
す

る
感
染
症
で
す
。 

　
毎
年
た
く
さ
ん
の
人
が
か
か
り
、
風
邪

と
違
っ
て
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め

油
断
は
禁
物
。
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け

て
し
っ
か
り
と
予
防
し
ま
し
ょ
う
。 

 

●
ど
う
違
う
の
？
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

　
と
「
風
邪
」 

　
発
熱
・
頭
痛
・
筋
肉
痛
な
ど
全
身
症
状
や
、

呼
吸
器
系
の
炎
症
な
ど
、
通
常
の
風
邪
と

比
べ
、
症
状
が
重
く
顕
著
に
現
れ
ま
す
。 

　 
           

●
重
症
化
し
や
す
い
人 

　
高
齢
者
、
幼
児
、
妊
婦
、
慢
性
的
に
肺
（
呼

吸
器
）
や
心
臓
に
病
気
を
持
っ
て
い
る
人
、

糖
尿
病
や
腎
臓
病
の
人
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
し
か
し
高
齢
者
の
場
合
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
初
期
症
状
が
は
っ
き
り
し
な
い
ま

ま
重
症
化
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。
「
な
ん

と
な
く
体
が
お
か
し
い
」
「
い
つ
も
と
違

う
な
」
と
思
っ
た
ら
早
め
の
受
診
を
心
が
け
、

同
居
し
て
い
る
家
族
や
周
囲
の
人
は
、
顔

色
や
体
調
の
変
化
な
ど
を
注
意
深
く
見
守

る
気
遣
い
が
大
切
で
す
。 

 

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に
は
？ 

感
染
経
路
を
断
つ 

¡

人
ご
み
へ
の
外
出
は
で
き
る
だ
け
控
え

　
る 

¡

外
出
時
は
マ
ス
ク
を
す
る 

¡

帰
宅
し
た
ら
手
洗
い
と
う
が
い
を
す
る 

¡

こ
ま
め
に
部
屋
を
換
気
し
加
湿
器
な
ど

　
で
部
屋
の
乾
燥
を
防
ぐ 

w
抵
抗
力
を
つ
け
る 

　
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
心
が
け
適
度
な

運
動
を
す
る 

e
免
疫
を
つ
け
る 

　
有
効
な
予
防
方
法
に
予
防
接
種
が
あ
り

ま
す
。
受
け
て
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が

出
る
ま
で
約
二
週
間
、
十
分
な
効
果
の
持

続
は
約
半
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
時
期
は
流
行
す
る
前
の
十
一
月

〜
十
二
月
上
旬
の
間
に
実
施
す
る
の
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
か
か
っ
た
か
な
…
と
思
っ
た
ら
？ 

　
無
理
を
せ
ず
、
と
に
か
く
早
め
に
治
療

を
す
る
こ
と
で
す
。
医
療
機
関
で
受
診
し
、

安
静
に
し
て
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
特

に
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

脱
水
に
気
を
つ
け
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補

給
し
、
消
化
の
良
い
も
の
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

適
切
に
対
処
す
れ
ば
、
多
く
は
一
週
間
前

後
で
治
り
ま
す
。 

 

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
後
一
月
と
な
り
ま

し
た
。
生
活
が
乱
れ
が
ち
に
な
る
こ
の
時
期
、

健
康
管
理
に
も
気
を
配
り
元
気
で
新
年
を

迎
え
た
い
も
の
で
す
。 

 

　
介
護
保
険
制
度
は
、
施
行
後
五
年
を

経
て
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
定
着
し
て
き
ま
し
た
が
、
認
知

症
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て

い
く
な
か
で
、
介
護
や
医
療
な
ど
個
別

の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ
る

み
で
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
現
在
の
介
護
保
険
制
度
を
維

持
す
る
た
め
に
も
、
い
つ
ま
で
も
元
気

で
「
支
援
」
や
「
介
護
」
と
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
環
境
づ
く
り
が
最
も
大
切

な
こ
と
で
す
。 

　
そ
の
た
め
、
十
八
年
四
月
か
ら
介
護

保
険
制
度
の
改
革
で
も
「
介
護
予
防
」

の
新
し
い
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
そ
の
介
護
予
防
の
拠
点
と
な
る
の
が
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
セ
ン
タ
ー

に
は
社
会
福
祉
士
・
保
健
師
・
介
護
支

援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
な
ど

専
門
職
員
が
配
置
さ
れ
、
高
齢
者
の
保
健
・

医
療
・
福
祉
な
ど
の
総
合
的
な
相
談
に

対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
元
気
な
高
齢
者

か
ら
、「
認
定
」
を
受
け
ら
れ
た
人
ま
で

全
高
齢
者
の
支
援
を
行
い
ま
す
。 

　
赤
磐
市
で
は
、
市
役
所
内
に
セ
ン
タ
ー

を
置
き
、
各
支
所
に
は
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
予
定
で
検
討
中
で
す
。 

　
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
次
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
 

誕
生
し
ま
す
。
 

感染力 

インフルエンザ  か　　ぜ 

症　状 

経　過 

人から人へ急
速に広がる。 

だらだらと広
がることが
多い。 

急激な高熱で
発症する。 

ゆっくりと経
過する。 

３８～４０度の高
熱、悪寒、けん
怠感などの全
身症状を伴う。
鼻、のどなどに
も症状が出る。 

主に鼻、のど
などに症状
があらわれ、
発熱を伴う
こともある。 

あ
と 



           

　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉
強

し
ま
す
。
（
要
予
約
） 

日
　
時
　
十
二
月
十
五
日
（
木
）

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー
調
理
室 

対
象
者
　
生
後
四
カ
月
か
ら
一
歳

　
五
カ
月
児
の
保
護
者
（
託
児
有
） 

定
　
員
　
先
着
二
十
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
母
子
健
康
手
帳 

申
し
込
み
先 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
７ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
４
７ 

    

     【
農
業
簿
記
】 

　
農
業
簿
記
に
つ
い
て
、
勉
強
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
一
日
の
み
の
受

講
も
可
能
で
す
が
、
こ
の
機
会
に

三
日
間
通
し
て
学
ん
で
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

日
　
時 

　
初
級
編
　
十
二
月
十
二
日
（
月
）

　
実
践
編
　
十
二
月
十
三
日
（
火
） 

　
総
合
編
　
十
二
月
十
四
日
（
水
） 

※
時
間
は
三
日
と
も
午
後
一
時
三

　
十
分
〜
四
時
三
十
分 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
　
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
川
崎
医
療
福
祉
大
学 

　
須
藤
芳
正
教
授 

対
象
者
　
農
業
者
お
よ
び
帰
農
者 

定
　
員
　
四
十
人 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
１
７
５ 

  

                    

　
第
十
回
朗
読
会
で
永
瀬
清
子
の

詩
を
朗
読
し
て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
永
瀬
清
子
の

詩
が
好
き
な
人
、
朗
読
に
興
味
を

お
持
ち
の
人
な
ど
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
期
限
は
十
二
月
二
十
八
日（
火
）

ま
で
で
す
。 

　
な
お
、
開
催
は
平
成
十
八
年
二

月
十
二
日
（
日
）
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
赤
磐
市
教
育
委
員
会
熊
山
分
室 

　
「
永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界
」
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 

                  

　
岡
山
県
で
は
、
県
民
か
ら
の
意

見
を
幅
広
く
県
の
男
女
共
同
参
画

の
促
進
に
関
す
る
施
策
に
反
映
さ

せ
る
た
め
「
岡
山
県
男
女
共
同
参

画
審
議
会
」
の
委
員
五
人
を
公
募

し
ま
す
。 

応
募
方
法 

　
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
テ
ー
マ

「
私
が
考
え
る
男
女
共
同
参
画
」

に
つ
い
て
の
作
文
を
八
百
字
以
内

に
ま
と
め
、
十
二
月
十
五
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
、

提
出
方
法
、
場
所
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
県
生
活
環
境
部 

　
男
女
共
同
参
画
課 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）７
３
１
３ 

     

　
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
と
就
業
に

関
す
る
知
識
を
習
得
し
て
自
信
を

持
っ
て
再
就
職
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
ょ
う
。
　 

受
講
期
間 

　
平
成
十
八
年
一
月
十
七
日
（
火
）

　
〜
二
月
二
十
三
日
（
木
） 

※
毎
週
火
〜
金
曜
日
の
祝
日
を
除

　
く
二
十
三
日
間 

受
講
時
間 

　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時 

会
　
場 

　
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
専
門

　
学
校
ビ
ー
マ
ッ
ク
ス
二
号
館
（
岡

　
山
市
昭
和
町
五
ノ
二
四
） 

内
　
容 

【
ス
キ
ル
編
】 

　
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
（
Ｅ
ｘ
ｃ

　
ｅ
ｌ
と
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
） 

【
ア
ビ
リ
テ
ィ
編
】 

　
『
働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
』 

受
講
料 

　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
負
担
） 

定
　
員
　
二
十
八
人
（
選
考
に
よ

　
り
決
定
） 

応
募
資
格 

　
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
な

ど
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、

●本庁代表 
　10869-55-1111 
●赤坂支所代表 
　10869-57-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　10869-54-1111

第
十
回
朗
読
会
「
永
瀬
清
子

の
詩
の
世
界
〜
自
然
に
生
き

た
生
誕
百
年
の
賛
歌
〜
」 

朗
読
者
の
募
集
に
つ
い
て 

岡
山
県
男
女
共
同
参
画 

審
議
会
委
員
を
公
募 

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
・
岡
山 
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健
康
福
祉 

募

集

 

離
乳
食
講
習
会 

新
農
業
技
術
講
座 

　赤磐市では、平成１８年３月１日採用予定の臨

時保健師を次のとおり募集します。 

【資格】保健師資格者 

【年齢】昭和４０年４月２日以降に生まれた人 

【募集人員】１人 

【受付期間】１２月１日（木）～１２月２７日（火） 

【勤務場所】赤磐市内 

【勤務期間】平成１８年３月から１年 

【問い合わせ・申し込み先】 

　本庁保健福祉課母子保健係 

　（山陽保健センター内） 

　1０８６９-５５-１１１７ 



再
就
職
の
意
思
が
あ
る
女
性
で
全

期
間
出
席
で
き
、
講
座
終
了
後
す

ぐ
に
就
職
で
き
る
状
態
に
あ
る
人
。 

申
込
受
付
期
間
・
方
法 

　
十
二
月
十
三
日
（
火
）
〜
十
二

月
十
六
日
（
金
）
の
午
前
九
時
三

十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分
に
本
人

が
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
の

う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

　
ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
） 

　
岡
山
市
中
山
下
一
ノ
八
ノ
四
五 

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
レ
ド
岡
山
ビ
ル
十
七
階 

　
1
０
８
６（
２
３
５
）３
３
０
９ 

　
6
０
８
６（
２
３
５
）３
３
０
６ 

              

　
産
業
振
興
課
で
は
平
成
十
八
年

版
農
業
日
誌
を
一
冊
千
四
百
円
で

斡
旋
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
日
誌

だ
け
で
は
な
く
、
作
業
予
定
表
、

経
営
記
録
簿
、
ま
た
栽
培
技
術
の

情
報
も
掲
載
さ
れ
農
業
経
営
に
大

変
役
立
つ
内
容
で
す
。 

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
、
新
農
家
暦

も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

¡
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
１
７
４ 

¡
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
４ 

¡
熊
山
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
７ 

¡
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
１
９ 

                      

  

　
防
衛
庁
で
は
、
次
の
と
お
り
自

衛
官
を
募
集
し
ま
す
。 

募
集
種
目
　
自
衛
隊
生
徒 

受
験
資
格 

　
平
成
十
八
年
四
月
一
日
に
お
い

て
、
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
、
中

等
教
育
学
校
前
期
課
程
修
了
者
で

十
五
歳
以
上
十
七
歳
未
満
の
男
子 

受
付
期
間 

　
平
成
十
八
年
一
月
十
日
ま
で 

試
験
日
（
一
次
） 

　
平
成
十
八
年
一
月
十
四
日（
土
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
　 

　
自
衛
隊
西
大
寺
募
集
案
内
所 

　
1
０
８
６（
９
４
３
）８
６
７
０ 

自
衛
官
募
集
相
談
員
　 

¡
杉
本
靖
和 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
０
３
７

¡
森
f
美
枝
子 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）２
７
１
７ 

¡
森
川
勧
治 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
６
５ 

¡
安
東
憲
太
郎 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）０
７
２
７ 

※
お
気
軽
に
相
談
し
て
み
て
く
だ

　
さ
い
。 

 

平
成
十
八
年
版 

農
業
日
誌
の
あ
っ
せ
ん 
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自
衛
官
募
集 

　
十
二
月
一
日
〜
平
成
十
八
年
一
月
五
日

ま
で
の
間
、
県
下
一
斉
に
年
末
・
年
始
の

交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。 

重
点
目
標
と
し
て 

¡

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

¡

薄
暮
時
間
帯
・
夜
間
に
お
け
る
交
通

　
事
故
防
止 

¡

飲
酒
・
暴
走
運
転
の
追
放 

の
３
点
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
年
末
・
年
始
の
こ
の
時
期
は
、
普
段
と

は
違
っ
た
交
通
の
流
れ
が
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
何
か
と
忙
し
い
た
め
、
つ
い
気
持

ち
の
ゆ
と
り
を
失
い
が
ち
で
す
。
交
通
事

故
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
無
事
に
新
年
を

迎
え
る
た
め
に
も
、
焦
ら
ず
、
急
が
ず
、

ゆ
っ
く
り
と
。
ゆ
と
り
と
ゆ
ず
り
合
い
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
安
全
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

本
庁
生
活
環
境
課 

17年10月中 

16年10月中 

増 減  

17年10月末 

16年10月末 

増 減  

105 

115 

－10 

1,033 

985 

48

47 

37 

10 

322 

302 

20

1 

0 

1 

3 

1 

2

4 

4 

0 

32 

26 

6

60 

46 

14 

426 

394 

32

58 

78 

－20 

711 

683 

28

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成17年赤磐市内交通事故発生状況（10月） 



                      

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

　
ら
れ
ま
す
。 

  

日
　
時 

　
平
成
十
八
年
一
月
六
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
　
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

相
談
員
　
岡
山
弁
護
士
会
所
属 

　
弁
護
士
　
奥
田
　
哲
也 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま 

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時

　
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
（
相

談
時
間
は
一
人
約
三
十
分
、
予
約

人
数
は
一
日
最
大
十
二
人
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁 

市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

    

日
　
時 

¡

十
二
月
二
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

¡

十
二
月
十
六
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　 

　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

¡

十
二
月
二
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
津
田
　
忠
彦 

　
【
人
　
　
権
】
和
気
　
宏
昌
　 

　
　
　
　
　
　
　
仲
川
　
　
翠
　 

　
　
　
　
　
　
　
勝
山
　
英
世 

　
【
行
　
　
政
】
射
矢
　
昌
美 

¡

十
二
月
十
六
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
々
木
玲
子 

　
【
人
　
　
権
】
仲
川
　
　
翠 

　
【
子
ど
も
の
人
権
】
勝
山
　
英
世 

　
【
知
的
障
害
】
金
谷
　
正
利 

    

日
　
時
　
十
二
月
五
日
（
月
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所 

　
赤
磐
市
吉
井
支
所
相
談
室 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

【
人
　
権
】
　
戸
川
　
正
美
　 

　
　
　
　
　
　
井
上
　
和
也 

　
　
　
　
　
　
浦
上
　
　
徹 

    

日
　
時
　
十
二
月
五
日
（
月
） 

　
午
後
一
時
〜
二
時 

場
　
所 

　
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
　
権
】
戸
川
　
正
美 

　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
和
也 

　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
　
徹 

　
【
心
配
ご
と
】
山
本
　
亮
裕 

　
【
行
　
　
政
】
杉
本
　
宗
義 

　
【
身
体
障
害
】
今
井
田
　
聰 

　
【
知
的
障
害
】
岡
本
　
孝
哉 

    

日
　
時
　
十
二
月
二
十
日
（
火
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所 

　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
権
】
大
野
　
是
彰 

　
　
　
　
　
　
小
谷
　
良
正 

　
　
　
　
　
　
周
藤
　
光
信 

　
【
行
　
政
】
常
安
　
克
之 

　
【
法
　
律
】 

　
　
　
岡
山
弁
護
士
会
所
属 

　
　
　
弁
護
士
　
山
本
　
賢
昌 

　
【
年
　
金
】 

　
　
　
岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
年
金
専
門
官 

※
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
て
い

　
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話

　
で
相
談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ

　
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
１ 

   

  

日
　
時 

　
平
成
十
八
年
一
月
十
一
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所 

　
本
庁
二
階
　
第
一
会
議
室 

人
権
擁
護
委
員 

　
長
光
　
　
惠 

　
田
代
　
邦
彦 

　
吉
永
　
佳
子 

　
　
形
　
美
枝 

　
光
田
　
　
功 

行
政
相
談
委
員 

　
丸
尾
　
　
壽 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

　
相
談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ

　
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
　
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

         

　
対
象
者
は
、
十
二
月
一
日
か
ら

二
十
八
日
の
間
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。 

対
象
者 

相

談
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合
同
相
談 

無
料
法
律
相
談 

よ
ろ
ず
相
談 

人
権
相
談 

人
権
・
行
政
相
談 

人
権
・
行
政
・
法
律
・ 

年
金
相
談   

お
知
ら
せ 

農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業
・ 

農
地
集
積
促
進
事
業
の
申
請  

赤磐市成人式の 
開会は11時です。 
赤磐市成人式の 
開会は11時です。 
赤磐市成人式の 
開会は11時です。 
【日　　時】 
　平成１８年１月８日（日） 午前１１時～ 
　（広報７月号では１０時開会とお知らせしました
　が、会場までの距離が広範囲となるため開会
　を1時間繰り下げました） 
【会　　場】 
　山陽ふれあい公園総合体育館フィットネスアリーナ 
【参加対象】 
　昭和６０年４月２日から昭和６１年４月１日の間に
生まれた人で赤磐市住民基本台帳または外国人
登録名簿に記載されている人。 
※市外へ転出された人で出席を希望される人は
　申し出ください。案内状を送付します。 
【問い合わせ先】 
　教育委員会社会教育課　1０８６９-５５-０７３８ 
 

公
的
年
金
の
申
告
説
明
会 

を
開
催
し
ま
す 

公
的
年
金
の
申
告
説
明
会 

を
開
催
し
ま
す 



◎
農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業 

¡
農
地
の
借
り
手
の
う
ち
、
市
内

　
在
住
者
で
、
交
付
申
請
時
の
年

　
齢
が
六
十
九
歳
ま
で
の
人 

¡
賃
借
期
間
三
年
以
上
の
新
規
設

　
定
ま
た
は
再
設
定
の
人 

◎
農
地
集
積
促
進
事
業 

¡
農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業
対
象

　
者
へ
の
農
地
の
貸
し
手 

¡
賃
借
期
間
三
年
以
上
の
新
規
設

　
定
の
人 

問
い
合
わ
せ
・
申
請
書
提
出
先 

¡
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
１
７
４ 

¡
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
４ 

¡
熊
山
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
７ 

¡
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
１
９ 

      

　
備
前
国
分
寺
跡
か
ら
珍
し
い
文

字
瓦
が
出
土
し
ま
し
た
。
奈
良
時

代
の
人
々
が
刻
み
こ
ん
だ
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

期
　
間
　
平
成
十
八
年
一
月
三
十

　
一
日
（
火
）
ま
で
展
示 

会
　
場
　
山
陽
郷
土
資
料
館 

入
館
料
　
無
料 

開
館
時
間
　 

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時 

　
月
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
休
館 

                 

　
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
「
老

齢
年
金
」
な
ど
、
老
齢
（
退
職
）

を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
は
、

税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
「
老
齢
年
金
」
の
額
が
百

八
万
円
以
上
（
六
十
五
歳
以
上
の

人
は
百
五
十
八
万
円
以
上
）
の
人

に
つ
い
て
は
、
年
金
の
支
払
者
で

あ
る
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
所
得

税
を
源
泉
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
社
会
保
険
庁
で
は
翌
年
一
月
末

ま
で
に
、
「
老
齢
年
金
」
を
お
受

け
取
り
の
人
全
員
に
対
し
、
「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
送

付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
源
泉
徴
収
票
に
は
、
こ
の
一

年
間
に
支
払
わ
れ
た
年
金
の
総
額
、

源
泉
徴
収
税
額
、
控
除
の
内
容
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
「
老
齢
年
金
」
か
ら
所
得

税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
た
人
で
も
、

年
金
以
外
に
給
与
な
ど
の
収
入
が

あ
る
人
や
、
二
つ
以
上
の
年
金
支

払
者
（
社
会
保
険
庁
と
共
済
組
合

な
ど
）
に
対
し
て
扶
養
親
族
等
申

告
書
を
提
出
し
て
い
る
人
は
、
確

定
申
告
を
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。 

　
確
定
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
な
い
人
で
も
、
源
泉
徴
収
税
額

を
納
め
す
ぎ
て
い
る
場
合
に
は
、

還
付
を
受
け
る
た
め
に
申
告
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た
場

合
は
、
再
交
付
が
で
き
ま
す
の
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
「
障
害
年
金
」
や
「
遺

族
年
金
」
に
つ
い
て
は
非
課
税
で

す
の
で
、
源
泉
徴
収
票
の
送
付
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所 

　
1
０
８
６（
２
７
１
）０
０
１
１ 

¡
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

　
1
０
５
７
０（
０
７
）１
１
６
５ 
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源
泉
徴
収
票
が 

送
付
さ
れ
ま
す  

備
前
国
分
寺
跡 

発
掘
調
査
速
報
展 

「
瓦
に
刻
ま
れ
た
文
字
」 

赤磐市成人式の 
開会は11時です。 
赤磐市成人式の 
開会は11時です。 

公
的
年
金

公
的
年
金
の
申
告
説
明
会

申
告
説
明
会 

を
開
催
し

開
催
し
ま
す 

公
的
年
金

公
的
年
金
の
申
告
説
明
会

申
告
説
明
会 

を
開
催
し

開
催
し
ま
す 

公
的
年
金
の
申
告
説
明
会 

を
開
催
し
ま
す 

六
十
五
歳
以
上（
昭
和
十
六
年
一
月
一
日
以
前
生
ま
れ
）の
人 

平
成
十
七
年
分
か
ら
確
定
申
告
が
必
要
で
す
よ
！ 

平
成
十
八
年
一
月
か
ら
「
源
泉
徴
収
税
額
表
」
が
変
わ
り
ま
す 

（開催日時・開催会場） 

問い合わせ先 瀬戸税務署 1０８６９-５２-１１５５ 

平成１７年分・公的年金等の源泉徴収票 
　
高
齢
者
の
年
金
所
得
計
算
方
法
の
変
更
や
、老
年
者
控
除
の
廃
止
な
ど
の

税
制
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
瀬
戸
税
務
署
で
は
、左
下
の
日
程
で
公
的
年
金
の
申
告
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

　
平
成
十
八
年
分
の
所
得
税
か
ら
定
率
減
税
の
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、平
成
十
八
年
一
月
一
日
以
後
に
支
払
う
べ
き
給
与
や
賞
与
の
源
泉
徴

収
の
際
に
使
用
す
る
「
源
泉
徴
収
税
額
表
」が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

●
年
金
か
今
ま
で
引
か
れ
て
い
な
か
っ
た
源
泉
所
得
税
が
、今
年
は
引
か
れ
て

　
い
る
の
は
な
ぜ
？ 

●
年
金
だ
け
で
、今
ま
で
確
定
申
告
し
て
な
か
っ
た
け
ど
、今
年
は
必
要
な
の
？ 

　
な
ど
な
ど
、皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

今
ま
で
引
か
れ
て
い
な
か
っ
た 

税
金
が
引
か
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

開 催 日 時   間 会   　場 

１２月６日（火） 

１２月８日（木） 

１０時～１２時 

１０時～１２時 

備前市市民センター 

赤磐市中央公民館 



●
異
　
動
（
　
）内
は
旧
任 

〔
十
一
月
一
日
付
け
〕 

◇
藤
井
清
人
　
市
民
生
活
部
生

　
活
環
境
課
長
（
市
民
生
活
部

　
生
活
環
境
課
課
長
補
佐
兼
環

　
境
衛
生
係
長
事
務
取
扱
） 

●
退
　
職 

〔
八
月
三
十
一
日
付
け
〕 

◇
太
田
耕
一
　
市
民
生
活
部
生

　
活
環
境
課
長 
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赤
磐
市
山
陽
児
童
館 

ご
案
内  

◆
公
民
館
　
◆
図
書
館 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

　
　
十
二
月
二
十
八
日
（
水
） 

　
　
　
〜
平
成
十
八
年
一
月
四
日
（
水
） 

◆
ス
ポ
ー
ツ
施
設
　
◆
山
陽
郷
土
資
料
館 

◆
和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合（
火
葬
場
）
　 

　
　
十
二
月
二
十
九
日
（
木
） 

　
　
　
〜
平
成
十
八
年
一
月
三
日
（
火
） 

◆
柵
原
・
吉
井
・
英
田
火
葬
場
施
設
組
合
火
葬
場
・ 

　
葬
祭
セ
ン
タ
ー（
は
と
ホ
ー
ル
） 

　
　
十
二
月
三
十
一
日
（
土
） 

　
　
　
〜
平
成
十
八
年
一
月
三
日
（
火
） 

市 

役 

所 

の 

人 

事 

   

☆
冬
休
み
（
十
二
月
二
十
二
日
〜

　
一
月
六
日
）
の
臨
時
開
館
日 

¡

十
二
月
二
十
七
日
（
火
） 

¡

一
月
五
日
（
木
） 

時
　
間 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

　
（
昼
一
時
間
休
み
） 

 

☆
冬
休
み
イ
ベ
ン
ト 

　
あ
な
た
も
お
そ
う
じ
名
人 

¡

十
二
月
二
十
六
日
（
月
） 

時
　
間
　
午
前
十
時
〜
正
午 

　
み
ん
な
の
パ
ワ
ー
で
児
童
館
を

ピ
カ
ピ
カ
に
し
て
、
あ
と
は
お
い

し
い
も
の
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
お

楽
し
み
に
。 

 

☆
ゲ
ー
ム
大
会 

¡

平
成
十
八
年
一
月
六
日
（
金
） 

時
　
間
　
午
前
十
時
〜
正
午 

　
参
加
者
は
小
学
生
以
上
の
ど
な

た
で
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

※
「
お
そ
う
じ
名
人
」
「
ゲ
ー
ム

　
大
会
」
当
日
は
一
般
開
放
を
お

　
休
み
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
市
山
陽
児
童
館 

　
1
０
８
６（
２
２
９
）３
９
４
９ 

   

 

◇
お
詫
び
と
訂
正 

　
先
月
（
十
一
月
号
）
の
十

九
ペ
ー
ジ
が
誤
っ
て
い
ま
し

た
、
謹
ん
で
お
詫
び
し
訂
正

い
た
し
ま
す
。 

 

▼
「
大
森
恭
麿
さ
ん
」 

　
　
　
　
← 

　
「
大
森
恭
磨
さ
ん
」 

 

▼  

塚
本
美
幸
さ
ん 

　
「
就
実
高
校
三
年
生
」 

　
　
　
　
← 

　
「
就
実
中
学
校
三
年
生
」 

　適法な焼却施設以外でごみを燃やすことを野焼きといい、廃棄物の処理および清掃に関す
る法律で禁止されています。一般家庭ごみの焼却は、ほとんど野焼きに該当します。 
　野焼きが例外的（河川敷・道路の草焼きなど）に認められている場合でも、燃やした時に
発生する煙にはダイオキシン類が含まれているだけでなく、臭いが洗濯物についたり、部屋
に入るので窓が開けられなかったり、ぜん息などの病気の人には大変つらいものがあります。
やむを得ず行う場合は、かぜの向きや強さ時間帯など周辺の環境には十分配慮して焼却を行
いましょう。詳しいことはおたずねください。 
 

問い合わせ先 本庁生活環境課　10869-55-5347
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持  

込  

区  

分 

持  

込  

区  

分 

休
業
日 

山
陽
・
赤
坂
地
域 

　
今
年
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
・
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
最
終
持
込
日
は
、十
二
月

二
十
九
日（
木
）午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。 

　
二
十
八
日
は
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。二
十
三
日（
祝
）は
、通
常
ど
お
り
業
務
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

○
山
陽
清
掃
セ
ン
タ
ー               

                  

高
月
・
高
陽
・
西
山
・
山
陽
一
〜
七
丁
目 

○
山
陽
桜
が
丘
清
掃
セ
ン
タ
ー      

                  

桜
が
丘
西
一
〜
十
丁
目 

○
赤
坂
環
境
セ
ン
タ
ー               

                  

赤
坂
地
域  

熊
山
・
吉
井
地
域 

　
和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
最
終
持
込
日
は
、十
二
月

二
十
九
日（
木
）持
込
時
間
は
通
常
ど
お
り
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
三
十
分
、午

後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
で
す
。 

○
和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー       

        

　
　    

熊
山
・
吉
井
地
域 

　
十
二
月
三
十
日（
金
）か
ら
平
成
十
八
年
一
月
三
日（
火
）ま
で
休
業
し
ま
す
の

で
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
年
末
年
始
の
可
燃
ご
み
の
収
集
日
程
に
つ
い
て
は
、ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に
従
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。 

必
ず
収
集
指
定
日
の
朝
に
、決
め
ら
れ
た
ご
み
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
他
地
域
・
他
市
町
の
集
積
所
へ
ご
み
を
出
す
人
が
ま
れ
に
い
ま
す
。
そ
の
地
域
の

皆
さ
ん
に
大
変
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で
、お
住
ま
い
の
集
積
所
に
必
ず
出
し
、く

れ
ぐ
れ
も
他
地
域
へ
、ご
み
の
持
ち
出
し
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て 

困
っ
て
い
ま
す
！ 

赤
磐
市
全
域 

年末のごみ持ち込みについて 

●自動交付機を平日午後8時まで延長します！ 

　12月1日から平日の自動交付機稼働時間を午後8時

まで延長します。なお、土・日曜日など休日については、

今までどおり午前9時から正午までです。 

　証明書などが緊急に必要になった場合、あるいは本庁

窓口が混雑している場合などご自身が操作して交付機か

ら取得することができます。暗証番号の登録をされてい

る人はご利用ください。 

●ご自分の暗証番号は！ 

　交付機を操作中、暗証番号を間違えて、カードを回収

された場合、窓口に直接ご本人が来ていただくこととな

ります。 

　暗証番号は四けたでご本人しか知らないものです。今

一度番号の確認のうえ、交付機をご使用ください。 

　暗証番号の登録をされていない人は暗証番号登録

届を、また番号を忘れた人は暗証番号変更届を、本庁市

民課または各支所市民生活課で行ってください。 

●暗証番号登録(変更)届は！ 

　ご本人が直接窓口で1印鑑2印鑑登録証（市民カード）

3旅券・運転免許証など（顔写真が貼付され官公署が発

行したもの）を持って手続きを行ってください。代理人か

らの暗証番号登録（変更）届は受け付けできません。ご了

承ください。 

●自動交付機から取得できるものは！! 

●年末年始は 

 12月29日から翌年1月3日までの年末年始については

自動交付機・本庁市民課・各支所市民生活課・各出張所全

ての窓口で業務を休止します。ただし戸籍届出について

は本庁および各支所で受け付けを行います。どうぞご理

解とご協力をお願いします。 

　1印鑑登録証明書2住民票3外国人登録原票記載事

項証明書4税関係証明書です。 

本庁に設置している自動交付機の使用をいっそう便利に！！ 

本 庁  市  民  課  市  民  係 1０８６９-５５-１１１２　　赤坂支所市民生活課市民係 1０８６９-５７-４８２１ 

熊山支所市民生活課市民係 1０８６９９-５-１２１４　　吉井支所市民生活課市民係 1０８６９-５４-１１８３ 
問い合わせ先 

本  庁  生  活  環  境  課 1０８６９-５５-５３４７　　赤坂支所市民生活課市民係 1０８６９-５７-４８２３ 

熊山支所市民生活課市民係 1０８６９９-５-１２１４　　吉井支所市民生活課市民係 1０８６９-５４-１１８３ 
問い合わせ先 
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山
陽
地
域
か
ら
熊
山
地
域
に
か
か
る 

大
型
団
地
、桜
が
丘
西
・
東
地
区 

第
三
回 

s
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

　（
桜
が
丘
東
５
丁
目
） 

　
岡
山
ネ
オ
ポ
リ
ス
、
桜
が
丘
西
、

東
地
区
は
計
画
的
に
区
画
さ
れ
造
成

さ
れ
た
ま
ち
並
み
と
住
み
や
す
い
環

境
が
自
慢
の
大
型
団
地
で
す
。 

　
昭
和
五
十
二
年
か
ら
入
居
が
は
じ

ま
っ
た
桜
が
丘
西
地
区
で
は
そ
の
年
、

百
七
十
二
人
（
五
十
三
世
帯
）
が
入

居
し
今
年
の
四
月
に
は
九
千
六
百
四

十
九
人
（
三
千
百
七
十
二
世
帯
）
に

な
っ
て
い
ま
す
。
桜
が
丘
東
地
区
で

も
同
じ
状
況
で
市
内
一
の
人
口
密
集

地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
区
内
に
は
、

体
育
施
設
、
教
育
施
設
や
福
祉
施
設

も
充
実
し
て
い
ま
す
。 

　
桜
が
丘
西
１
〜
10
丁
目
は
旧
山
陽

町
、
桜
が
丘
東
１
〜
６
丁
目
は
旧
熊

山
町
で
す
。 

　
下
市
下
交
差
点
を
東
に
行
っ
た
小

高
い
丘
に
桜
が
丘
西
地
区
が
あ
り
ま

す
。
頂
上
に
は
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
桜
が

丘
東
地
区
に
な
り
ま
す
。
そ
の
東
隣

に
は
、
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン

タ
ー
と
赤
磐
市
桜
が
丘
出
張
所
（
桜

が
丘
東
５
丁
目
５
―
３
９
）
が
あ
り
、

地
区
民
の
交
流
と
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
体
育
施
設
と
し
て
は
、
桜
が
丘
西

９
丁
目
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
運
動
場
、

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
整
っ
た
野
球
場
が

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
々
で

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
教
育
施
設
と
し
て
、
市
立

中
学
校
が
一
校
（
桜
が
丘
中
学
校
）
、

市
立
小
学
校
が
三
校
（
山
陽
東
小
学

校
・
山
陽
北
小
学
校
・
桜
が
丘
小
学

校
）
、
市
立
幼
稚
園
が
三
園
（
ひ
か

り
幼
稚
園
・
山
陽
北
幼
稚
園
・
桜
が

丘
幼
稚
園
）
を
設
置
。 

　
福
祉
施
設
と
し
て
、
私
立
保
育
園

が
五
園
（
あ
す
な
ろ
保
育
園
・
清
風

い
ろ
は
保
育
園
・
桜
が
丘
地
域
保
育

セ
ン
タ
ー
、
さ
く
ら
が
丘
保
育
園
、

さ
く
ら
ん
ぼ
保
育
園
）
、
熊
山
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

▲さくらが丘保育園（桜が丘東６丁目） ▲さくらんぼ保育園（桜が東２丁目） 

▲桜が丘幼稚園（桜が丘東６丁目） ▲清風いろは保育園（桜が丘西６丁目） ▲ひかり幼稚園（桜が丘西３丁目） 

▲あすなろ保育園（桜が丘西３丁目） 
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桜が丘西1丁目 
桜が丘西2丁目 
桜が丘西3丁目 
桜が丘西4丁目 
桜が丘西5丁目 
桜が丘西6丁目 
桜が丘西7丁目 
桜が丘西8丁目 
桜が丘西9丁目 
桜が丘西10丁目 
桜が丘東1丁目 
桜が丘東2丁目 
桜が丘東3丁目 
桜が丘東4丁目 
桜が丘東5丁目 
桜が丘東6丁目 

614 
208 
492 
417 
227 
647 
465 
721 
423 
478 
332 
325 
206 
375 
207 
613

635 
216 
519 
433 
291 
722 
528 
780 
427 
516 
337 
361 
205 
406 
203 
644

1249 
424 
1011 
850 
518 
1369 
993 
1501 
850 
994 
669 
686 
411 
781 
410 
1257

455 
139 
300 
280 
182 
457 
337 
471 
281 
335 
244 
243 
145 
273 
153 
427

地区名 世帯数 
男 女 計 

人口（平成17年11月1日現在） 

▲桜が丘テニス場（桜が丘西９丁目） 

赤磐市 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

S58 S62 H3 H7 H11 H15

桜が丘東 
桜が丘西 

合　　計 

▲山陽北小学校（桜が丘西８丁目） 

▲山陽東小学校（桜が丘西３丁目） 

▲桜が丘野球場（桜が丘西９丁目） 

▲山陽北幼稚園 
　（桜が丘西９丁目） 

▲桜が丘中学校（桜が丘西５丁目） 

２ 

１ 

１ 
２ 

３ 

３ 

４ 

４ 

５ 

５ 

６ 

６ 

７ 
８ 
９ 

１０ 

桜が丘西 

桜が丘東 

桜が丘の人口推移 

▲桜が丘地域保育センター 
（桜が丘西８丁目） 

▲桜が丘小学校（桜が丘東６丁目） 



™

メ
ー
ル
に
は
長
じ
て
会
話
下
手
な
子
等
 

™

自
分
流
野
菜
作
り
は
無
農
薬
　
　
　
　
　
 

™

息
の
街
に
同
居
思
案
も
定
ま
ら
ず
　
　
　
 

™

ビ
ー
ル
が
美
味
い
そ
れ
は
阪
神
勝
っ
た
か
ら
 

™

不
器
用
に
暮
ら
し
笑
っ
て
三
世
代
　
　
　
　
 

™

友
の
声
聞
い
て
勇
気
が
ど
っ
と
出
る
 

™

病
床
の
友
の
笑
顔
が
浮
く
祭
り
 

™

人
並
み
に
今
日
を
生
き
抜
く
我
が
余
生
 

™

戦
中
派
麦
飯
弁
当
に
想
い
あ
り
 

™

病
な
き
身
を
幸
せ
と
今
日
を
生
き
 

™

パ
ス
ポ
ー
ト
テ
ロ
は
嫌
い
で
反
古
に
す
る
 

™

ご
多
忙
は
軽
い
財
布
を
持
つ
頭
 

™

国
体
に
燃
え
て
岡
山
名
を
博
す
 

™

難
題
に
耐
え
る
句
友
が
た
の
も
し
い
 

™

病
癒
え
初
の
ペ
タ
ル
の
お
そ
ろ
し
さ
 

™

華
麗
な
る
ダ
ン
ス
拍
手
の
過
去
を
追
う
 

™

仮
住
ま
い
馴
染
ん
で
思
い
出
を
溜
め
る
 

™

忍
耐
の
刻
に
勝
負
を
賭
け
て
い
る
 

™

少
し
ず
つ
互
い
に
耐
え
て
来
た
微
笑
 

™

耐
え
忍
び
ひ
と
り
頑
張
る
寡
婦
の
夢
 

™

学
び
舎
を
捨
て
て
学
徒
の
青
春
記
 

™

感
謝
し
て
幸
せ
を
追
う
遠
花
火
 

™

一
人
居
の
強
が
り
老
い
と
差
し
向
か
い
 

™

廃
屋
の
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
屋
根
を
這
う
 

™

稲
の
露
朝
日
ダ
イ
ヤ
の
如
く
見
せ
 

™

健
康
を
祈
り
拍
手
を
高
く
打
つ
 

™

草
に
負
け
畑
で
老
い
の
ひ
と
り
言
 

™

夕
焼
け
を
弟
と
見
た
す
べ
り
台
 

™

わ
が
胸
に
説
得
の
い
る
く
ら
し
ぶ
り
 

™

読
み
書
き
は
苦
手
と
老
い
の
長
電
話
 

™
ポ
ル
ノ
反
対
父
よ
ほ
ん
と
に
そ
う
で
す
か
 

™
突
き
落
と
す
淵
に
梯
子
が
置
い
て
あ
る
 

高
原
　
　
望
 

梶
井
　
貞
子
 

杉
本
美
智
子
 

高
井
　
逸
代
 

橘
　
　
光
子
 

岸
本
　
敏
子
 

平
井
　
恵
子
 

中
原
　
一
恵
 

高
橋
　
　
一
 

湯
原
　
孝
水
 

藤
本
　
町
江
 

軸
原
　
朝
子
 

松
田
　
定
巳
 

横
山
　
明
美
 

安
光
　
勇
一
 

中
務
　
統
之
 

森
　
　
和
女
 

直
原
　
茂
樹
 

大
西
　
庄
三
 

川
崎
　
須
恵
 

戸
川
　
寿
子
 

宇
野
　
静
子
 

是
松
　
文
子
 

下
山
　
　
都
 

竹
内
　
由
子
 

宮
尾
　
知
恵
 

是
松
　
幸
治
 

戸
川
か
ず
み
 

山
崎
　
時
子
 

尾
関
文
巳
枝

出
原
　
敬
一
 

三
輪
　
康
明
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６９－５５－２６９２ 
 

よ
し
い
川
柳
の
会
 

赤
坂
川
柳
教
室
 

熊
山
九
光
俳
句
会
 

™

国
体
へ
郷
土
期
待
の
汗
光
る
 

™

国
体
の
空
気
テ
レ
ビ
で
吸
っ
て
い
る
 

™

国
体
の
成
果
北
京
へ
夢
繋
ぐ
 

™

一
瞬
の
花
火
の
よ
う
な
恋
で
し
た
 

™

逃
げ
腰
で
花
火
を
握
る
可
愛
い
手
 

™

無
限
な
る
夜
空
に
花
火
夢
広
げ
 

™

す
ぐ
そ
こ
の
家
へ
戻
れ
ぬ
工
事
中
 

™

思
い
出
の
小
道
も
消
え
て
工
事
中
 

™
工
事
中
看
板
だ
け
が
頭
下
げ
 

™
遅
刻
し
た
背
を
冷
や
や
か
な
目
に
射
ら
れ
 

™

ダ
イ
エ
ッ
ト
冷
や
や
か
な
目
で
夫
が
見
る
 

™

涼
や
か
な
高
原
の
風
独
り
占
め
 

™

こ
お
ろ
ぎ
の
声
涼
や
か
に
月
仰
ぐ
 

™

涼
や
か
に
風
虫
の
音
を
運
ぶ
夜
半
 

™

コ
ス
モ
ス
も
風
に
揺
ら
れ
て
秋
惜
し
む
 

™

木
犀
の
香
に
誘
わ
れ
る
試
歩
路
か
な
 

 

岩

藤

孔

明

 

岡

本

淳

子

 

福

井

陽

炎

 

頼

則

幸

雄

 

伊

賀

禮

子

 

道

満

昭

枝

 

谷
井
妣
榔
子
 

稲
田
は
る
子
 

戸

川

　

浩

 

堤
　
た
も
つ
 

草

野

淑

子

 

光

川

利

勝

 

羽

原

芳

恵

 

杉

山

順

子

 

金

谷

艶

子

 

藤

原

信

子

 

 

™

錫
杖
に
縋
る
磴
径
秋
遍
路
 

™

蹲
踞
に
己
が
影
見
る
夕
紅
葉
 

™

曾
孫
よ
り
ト
ン
ボ
二
匹
の
絵
手
紙
を
 

™

久
に
訪
う
恋
う
る
母
郷
秋
日
和
　
 

™

先
人
の
知
恵
と
も
畦
の
曼
珠
沙
華
 

™

ふ
み
し
め
て
登
る
階
草
紅
葉
 

™

紺
碧
の
由
布
の
稜
線
枯
尾
花
 

™

作
州
の
鎌
師
と
語
る
暮
の
秋
 

™

楷
紅
葉
備
前
瓦
の
孔
子
廟
 

広
瀬
喜
代
子
 

広
瀬
　
玉
恵
 

山
田
　
智
子
 

土
井
　
昌
子
 

長
宗
眞
寿
子
 

矢
部
　
昌
子
 

藤
田
　
照
代
 

矢
部
　
敦
子
 

津
田
　
忠
彦
 

し
ゃ
く
じ
ょ
う
 

す
が
 

さ
か
み
ち
 

つ
く
ば
い
 と

 

ふ
る
さ
と
 

こ
ん
ぺ
き
 

り
ょ
う
せ
ん
 

か
ま
し
 

び
ょ
う
 

き
ざ
は
し
 

ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ
 

★１１月９日、シーガルズが優勝報告 



スイートポテト 

赤　坂　支　部 

栄養
委員
の 
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赤
磐
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果
 

　
十
一
月
一
日
、
赤
坂
フ
ァ
ミ

リ
ー
公
園
で
、
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
協
会
設
立
を
記
念
し
て
、
第

一
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

【
優
　
勝
】 

　
ピ
オ
ー
ネ
（
赤
坂
地
域
） 

【
準
優
勝
】 

　
周
　
　
匝
（
吉
井
地
域
） 

【
第
三
位
】 

　
南
佐
古
田
（
赤
坂
地
域
） 

【
ブ
ー
ビ
ー
賞
】 

　
小

野

田
（
熊
山
地
域
） 

 

　
広
報
で
皆
さ
ん
の
短
歌
や
川
柳
を
見
て
私
も
詩
を
作
っ
て
み

ま
し
た
。 

 

　
柿
の
実
が
秋
の
夕
日
に
照
り
は
え
る
　 

　
木
枯
ら
し
ふ
く
晩
酌
も
う
一
杯
　 

　
気
が
付
け
ば
も
う
冬
支
度 

　
凛
と
咲
く
庭
を
い
ろ
ど
る
寒
椿 

 

　
次
の
作
品
は
、
亡
き
主
人
（
龍
雲
）
の
七
回
忌
を
す
ま
せ
、

遺
品
を
整
理
し
て
い
た
ら
、
出
て
き
た
も
の
で
す
。 
 

　
悲
喜
交
々
の
仮
の
宿
長
く
も
あ
り
短
く
も
あ
り 

　
寄
り
添
い
な
が
ら
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
み
し
あ
と
を
ふ
り
か
え
り 

　
思
い
を
胸
に
永
遠
へ
旅
立
つ 

 

山
陽
５
丁
目
　
松
嶋
嘉
代
子  

●
今
月
の
表
紙 

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体 

　
輝
い
て
！
お
か
や
ま
大
会 

　
四
十
三
年
ぶ
り
の
国
体
に
市
民
も

湧
き
ま
し
た
。 

　今月は「健やか親子交流会」で試食して
もらった「スイートポテト」を紹介します。

◆材料（１２個分） 
　¡さつま芋 ３００g　¡バター ２０g 
　¡牛乳 １カップ　¡砂糖 ３０g 
　¡卵 1個　¡水 １/２カップ 
　¡バニラエッセンス 少々 
◆作り方 
　1さつま芋は、１ｃｍくらいの輪切りにし、
　　皮をむいて水にさらす。 
　2鍋にバターを溶かし、水気をきったさ
　　つま芋を軽くいため、牛乳、水、砂糖を
　　加えて水気がほとんどなくなるまで煮
　　て、つぶす。 
　3卵を白身と黄身に分け、2のあら熱が
　　取れたら白身を加えて混ぜ、バニラエッ
　　センスで香りをつける。 
　4アルミカップに3を詰め、卵黄をハケ
　　で薄く塗りオーブントースターで１３分
　　～１５分焼き上げる。 

　赤坂支部では平成１４年から愛育委員会
と栄養委員会の共催で「健やか親子交流会」
を行っています。 
　どこの家にでもある材料で簡単に作れて、
栄養価が高くおいしい「おやつ」を手作りし、
レシピをつけ試食をしていただいています。
今年は季節のさつま芋を使った「スイート
ポテト」に「野菜スープ」を添えました。 
 
 

こ
も
ご
も
 

と
　
わ
 

投
 

コ
 ー
 

ー
 

稿
 

ナ
 



１０・１１月のできごと 
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防
火
ポ
ス
タ
ー
審
査
会 

　
赤
磐
市
ゆ
か
り
の
僧
定
山
坊
（
美
泉
定
山
）
が
開
発
に

尽
力
し
た
、
北
海
道
札
幌
市
の
定
山
渓
温
泉
の
関
係
者
が

十
一
月
四
日
（
金
）
、
市
役
所
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。 

　
定
山
坊
の
生
誕
二
百
年
に
ち
な
ん
で
、
古
里
の
赤
磐
市

を
訪
ね
ら
れ
た
も
の
で
、
定
山
渓
観
光
協
会
関
係
者
十
一

人
が
、
荒
嶋
市
長
や
山
田
議
長
ら
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。 

　
来
庁
さ
れ
た
人
々
は
、
「
定
山
坊
は
今
も
私
た
ち
に
と

っ
て
大
切
な
人
。
岡
山
に
対
し
て
は
特
別
な
思
い
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ご
縁
を
深
め
、
一
層
の
交

流
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

　
定
山
坊
は
江
戸
時
代
・
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
年
）
に

現
在
の
赤
磐
市
黒
本
に
生
ま
れ
、
十
七
歳
ま
で
過
ご
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
修
験
の
道
に
入
り
全
国

を
行
脚
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
北
海
道
で
民

衆
を
救
う
た
め
の
温
泉
と
し
て
定
山
渓
温
泉
の
発
展
に
力

を
尽
く
し
ま
し
た
。 

　
赤
磐
市
消
防
団
で
は
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
行

事
の
一
環
と
し
て
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
募
集
し
た

防
火
ポ
ス
タ
ー
の
審
査
会
を
十
月
十
三
日
（
木
）
に
行

い
ま
し
た
。
こ
の
日
審
査
さ
れ
た
作
品
は
全
応
募
総
数

千
百
七
十
九
点
の
中
か
ら
各
校
の
審
査
を
経
た
も
の
で
、

ど
の
作
品
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。 

　
審
査
の
結
果
、
各
賞
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。 

◇
市
　
長
　
賞
　
山
中
　
綾
乃
（
桜
が
丘
中
学
校
） 

◇
消
防
団
長
賞
　
小
引
　
千
尋
（
豊
田
小
学
校
） 

◇
市
議
会
議
長
賞
　
金
光
翔
太
郎
（
磐
梨
小
学
校
） 

◇
教

育

長

賞
　
遠
藤
　
小
夢
（
山
陽
西
小
学
校
） 

 

　
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一

月
九
日
ま
で
の
読
書
週
間
に

ち
な
ん
で
、
図
書
館
で
不
用

に
な
っ
た
雑
誌
や
書
籍
を
市

民
に
提
供
す
る
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
が
市
内
の
図
書
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
中
央
図
書
館
で
も
初
日
の

十
一
月
四
日
（
金
）
、
雑
誌

や
書
籍
が
無
料
で
手
に
入
る

と
あ
っ
て
、
お
目
当
て
の
本

を
探
そ
う
と
市
民
が
大
勢
集

ま
り
ま
し
た
。 

★１１月９日（水）　山陽桜保育園幼年消防クラブ 
　　　　　　　　　　　　　　　　防火パレード 

▲力作ぞろいの作品を審査 

▲どの本がいいかな？ 

s
表
敬
訪
問
を
受
け
る
市
長
ら 

じ
ょ
う
ざ
ん
ぼ
う 

あ
ん
ぎ
ゃ 
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見
る
者
全
て
を
興
奮
さ
せ
、ま
た
感

動
さ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、国
民
体

育
大
会
と
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
大

成
功
の
う
ち
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、ど
う
し
て
も
そ
の
結

果
や
競
技
者
の
競
技
中
の
姿
に
注
目

し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、そ
の
陰
で

大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
今
回
の
国
体
の
裏
方
と
し
て
参
加

し
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
そ
う
い
っ
た
人

た
ち
の
存
在
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
、

ま
た
感
服
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

（
え
む
・
テ
ィ
）  

編
　
集
　
後
　
記 

編
　
集
　
後
　
記 
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赤磐市の人口 
 人口… 

  男… 

 女… 

世帯数… 

45,636人（＋３１）　 

21,817人（＋１３）　 

23,819人（＋１８）　 

15,897世帯（＋５２） 

（11月1日現在） 

（　）は10月１日との差 

　
十
月
十
六
日
（
日
）
、
吉
井
支
所
前
広
場
で
赤
磐

市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り 

in  

吉
井
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
郷
土

出
身
歌
手
の
藤
原
浩
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、

響
き
渡
る
演
歌
の
ス
テ
ー
ジ
に
観
客
も
酔
い
し
れ
ま

し
た
。 

　
テ
ン
ト
村
は
、
地
域
特
産
品
が
並
び
約
千
五
百
人

の
来
場
者
で
大
に
ぎ
わ
い
。 

　
会
場
に
は
国
体
秋
季
大
会
目
前
で
、
「
も
も
っ
ち
」

も
駆
け
つ
け
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
　
　
　
　 

セ
ン
タ
ー
で
文
化
祭 

軽
部
小
学
校 

　
軽
部
小
学
校
で
は
、
読
書
週
間
に
ち
な
み
十
月

二
十
七
日
の
朝
、
お
母
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
「
桃
太
郎
」
の
読
み
聞
か
せ
会
を
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
八
十
八
個
を
使
っ
て
作

っ
た
立
体
絵
本
が
登
場
し
ま
し
た
。
こ
の
絵
本
は
、

お
母
さ
ん
五
人
と
司
書
で
約
一
カ
月
間
で
作
り
上

げ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
練
習
に
励
み
、

本
番
に
臨
み
ま
し
た
。 

　
語
り
を
す
る
お
母
さ
ん
、
立
体
絵
本
を
操
作
す

る
お
母
さ
ん
、
効
果
音
や
音
楽
を
担
当
す
る
お
母

さ
ん
た
ち
五
人
の
気
持
ち
が
ぴ
っ
た
り
あ
っ
た
す

ば
ら
し
い
読
み
聞
か
せ
会
で
し
た
。 

　
昔
話
の
お
も
し
ろ
さ
を
し
み
じ
み
味
わ
い
、
お

話
の
世
界
に
す
っ
ぽ
り
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
朝

の
ひ
と
時
で
し
た
。 

▼楽器の演奏、踊りや 
歌などを披露 

▲生け花の展示に 
　いやされる 

　
十
一
月
五
日
（
土
）
と
六
日
（
日
）
の

二
日
間
、
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ

ー
で
第
二
回
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
会
議
室
や
研
修
室
に
、
生
け

花
、
絵
画
、
掛
け
軸
な
ど
力
作
が
多
数
展

示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
は
そ
の
出
来
栄
え
に

感
心
し
、
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
磐
梨
中
学
校
吹
奏
楽
部
な
ど
各
種

団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。 

s
毎
年
恒
例
の
も
ち
投
げ 

s
立
体
絵
本
は
迫
力
満
点 

の
ぞ 
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南
方
前
池
遺
跡 の 

             

　
縄
文
時
代
晩
期
（
今
か
ら
三
千

年
ほ
ど
前
）
の
食
生
活
を
知
る
上

で
、
と
て
も
重
要
な
遺
跡
が
赤
磐

市
南
方
に
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
遺
跡
は
、
「
前
池
」
と
呼

ば
れ
る
灌
漑
用
水
池
の
底
さ
ら
え

の
際
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

で
は
、
上
仁
保
の
吉
原
遺
跡
か
ら

同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
石
棒
が
出

土
し
て
い
ま
す
が
、
南
方
前
池
遺

跡
は
こ
の
地
域
に
形
成
さ
れ
た
初

期
の
遺
跡
の
ひ
と
つ
で
す
。 

　
発
掘
調
査
で
木
の
実
を
貯
蔵
し

た
穴
が
合
計
十
基
見
つ
か
り
、
中

に
は
た
く
さ
ん
の
木
の
実
が
残
っ
て

い
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
発
掘

時
に
は
本
来
の
緑
色
を
保
っ
て
い
た

も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
貯
蔵

穴
の
規
模
は
平
面
円
形
で
径
一
　

前
後
、
深
さ
も
一
　
前
後
で
、
底

に
向
か
っ
て
や
や
狭
く
な
り
ま
す
。

ま
ず
穴
の
底
や
側
面
に
木
の
葉
を

厚
く
敷
き
、
木
の
実
を
直
接
土
に

触
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
、
木
の

実
を
置
き
ま
す
。
木
の
実
の
上
に

は
、
ま
た
木
の
葉
や
木
の
枝
や
棒
、

さ
ら
に
木
の
皮
で
蓋
を
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
秋
を
ピ
ー
ク
に
収

穫
し
た
木
の
実
を
食
糧
が
不
足
す

る
時
期
に
向
け
蓄
え
て
い
た
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。
米
作
り
が
伝

わ
る
弥
生
時
代
以
前
に
は
、
カ
ロ

リ
ー
が
高
く
、
動
物
や
魚
介
類
よ

り
も
採
集
や
貯
蔵
が
簡
単
な
木
の

実
は
縄
文
人
に
と
っ
て
大
切
な
食

糧
だ
っ
た
の
で
す
。 

　
で
は
、
中
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
た

木
の
実
の
種
類
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
最
も

多
か
っ
た
の
が
、
イ
チ
イ
ガ
シ
の
実

と
ト
チ
の
実
で
、
こ
れ
ら
の
実
は
シ

ブ
抜
き
を
し
な
い
と
渋
く
、
人
が

そ
の
ま
ま
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
シ
ブ
抜
き
を
必
要
と
し
な
い

ク
リ
や
ク
ル
ミ
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
シ
ブ
を
抜
く
に
は
数
カ
月
、

水
漬
け
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
こ
と
は
遺
跡
の
立
地
と
密
接

に
関
係
し
て
い
ま
す
。 

　
つ
ま
り
、
こ
の
遺
跡
は
北
向
き

の
山
麓
の
傾
斜
地
に
あ
り
、
上
方

か
ら
の
湧
き
水
が
通
る
湿
潤
な
谷

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
常
に
水
の

流
れ
が
あ
っ
て
、
虫
か
ら
ま
も
ら
れ
、

シ
ブ
抜
き
の
で
き
る
環
境
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
遺
跡
は

縄
文
時
代
の
食
糧
貯
蔵
の
一
端
を

う
か
が
う
素
晴
ら
し
い
資
料
を
示

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
遺
跡
か
ら
は
縄
文

時
代
晩
期
の
土
器
が
多
数
出
土
し

て
い
ま
す
。
口
縁
部
に
突
帯
を
め

ぐ
ら
し
、
爪
形
文
を
施
す
深
鉢
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
土
器

や
、
木
の
実
は
赤
磐
市
山
陽
郷
土

資
料
館
に
陳
列
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）  

▲南方前池遺跡 

▲出土した木の実と縄文土器 

▲昭和30年に行われた発掘調査風景 

か
ん
が
い 

せ
き
ぼ
う 

ち
ょ
ぞ
う 

ふ
た 

た
く
わ 

み
ず 

づ 

さ
ん
ろ
く 

け
い
し
ゃ
ち 

し
つ
じ
ゅ
ん 

い
っ
た
ん 

こ
う
え
ん
ぶ 

つ
め
が
た
も
ん 

ふ
か
ば
ち 

ほ
ど
こ 

と
っ
た
い 

砂川 

南方前池遺跡 

至 和気IC

至 岡山IC 至 瀬戸 

至 美作 

山陽IC

南方 
  コミュニティハウス 

37
山

陽
自
動
車
道

平成17年12月1日 
メ
ー
ト
ル 

メ
ー
ト
ル 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

み
な
み
が
た
ま
え
い
け
い
せ
き 
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